
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 は  じ  め  に  

 

 町 民 の 皆 様 に は 、 日 頃 か ら 町 政 全 般 に わ た り 、 ご 理 解 と ご 協 力 を

い た だ き 厚 く お 礼 申 し 上 げ ま す 。  

 私 は 町 長 に 就 任 以 来 、 「 だ れ も が 住 み た い ・ 住 み 続 け た い  ふ る

さ と 増 毛 」 を ま ち づ く り の 基 本 理 念 に 町 政 を 進 め て お り ま す 。  

ま ち づ く り は 、 行 政 と 町 民 の 皆 様 の 力 を 合 わ せ て 実 現 で き る も の

と 考 え て お り 、 「 町 政 に 期 待 す る 生 の 声 」 を 直 接 お 聞 き す る こ と

が 、 ま ち づ く り の 基 本 ・ 第 一 歩 と 考 え 、 自 治 会 長 会 議 を 始 め 、 各 種

会 合 等 に 出 席 し 、 広 範 な ご 意 見 ・ ご 要 望 を お 聞 き し て 町 政 運 営 の 参

考 に さ せ て い た だ い て お り ま す 。  

 各 般 各 層 の 皆 様 の ご 意 見 を お 伺 い し た 上 で 、 町 政 の あ る べ き 姿 ・

方 向 性 等 を 考 え て ま い り ま し た が 、 ３ 月 定 例 議 会 に お い て 平 成 ２ ９

年 度 の 予 算 案 を 提 案 し 、 そ れ ぞ れ 町 政 執 行 の 基 本 と な り ま す 予 算 の

議 決 を い た だ き ま し た 。  

 本 年 度 も 予 算 内 容 を 判 り 易 く 説 明 す る た め 、 本 予 算 説 明 概 要 書 を

発 刊 す る こ と と い た し ま し た 。  

 な る べ く 見 や す く 、 そ し て 町 政 の 内 容  

を 少 し で も ご 理 解 い た だ け る よ う に 作 成  

し て お り ま す が 、 改 善 す べ き 点 が 多 く あ  

る と 思 い ま す の で 、 お 気 付 き の 点 や 判 り  

づ ら い 点 な ど お 気 軽 に ご 意 見 を 頂 け れ ば  

幸 い に 存 じ ま す 。  

 

平 成 ２ ９ 年 ４ 月  

増 毛 町 長   堀   雅  志  
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予算説明概要書の内容について 

 

本書「よくわかる、ことしの仕事」については、平成２２年３月に策定したまちづく

りプラン（増毛町総合計画）の基本計画に沿って構成しております。 

まちづくりプランの基本構想は、基本テーマ「地域力を活かし確かな未来へ」＝住ん

で誇りに思える故郷をめざして＝を設定し、「住んでよかった。ましけ」を目指します。 

構想の期間は平成２２年度から１０年間で、平成３１年度を目標年度としております。 

まちづくりプランの基本計画は第１章から第６章で成り立っておりますが、基本計画

に示された施策をさらに具体化したものが実施計画であり、現在の行財政状況に即した

弾力的な計画となっております。 

 

◎本書の見方 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 ※ 増毛町の負担額のうち、借金（起債）がある場合は、増毛町の負担額の下に 

借金（起債）の金額を記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 ※ 増毛町の負担額のうち、頑張れ増毛応援基金（ふるさと納税）が使われている

場合は、増毛町の負担額の下に基金の充当額を記載しています。 

 

 

 

 

 

 ※ 上記事業のように、財源の内訳が記載されていない事業につきましては、 

国や道からの補助金などはなく、増毛町が全額を負担している事業です。 

事業費を表示しています。 

財源の内訳を表示しています。 

前年度の予算額を表示しています。 

農業振興事業（町補助金） 536 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 561 万円）  

  南るもい農業協同組合増毛支所が農家に対して行う各種農業振興事業に対

し、補助を行います。 

 

  ・営農振興事業 29 万円   

  ・水稲振興事業 83 万円   

  ・野菜振興事業 9 万円   

  ・果樹振興事業 415 万円   

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 536 万円   

  （うち借金［起債］  400 万円）   

 

産業活性化支援事業 100 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 100 万円）  

 町内で起業する事業者及び新商品開発、販路開拓等を行う事業者に交付しま

す。 

 

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 100 万円   

  （うち頑張れ増毛応援基金 20 万円）   

 

増毛町特別融資制度保証料補給事業 47 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 85 万円）  

  中小企業特別融資制度及び水産物加工業特別融資制度を利用した企業が、融

資実行の際に保証協会に払い込む保証料の 5 割を補給します。 

 

 



 

第１章 豊かな自然を活かした活力あるまちづくり 

 １ 農業の振興 

 ２ 林業の振興 

 ３ 水産業の振興 

 ４ 観光の振興 

 ５ 商工業の振興 

 ６ 労働雇用環境の形成と消費者対策の充実 
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第１章 豊かな自然を活かした活力あるまちづくり 

１ 農業の振興 

 本町の農業につきましては、豊富で清らかな水と温暖な気候を活かした良質な農産物や

果樹の産地として知名度も向上しております。今後は安定した生産、出荷の確保に向けて

関係機関との連携をより一層強化していきます。 

 

農業振興事業（町補助金） 536 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 561 万円）  

  南るもい農業協同組合増毛支所が農家に対して行う各種農業振興事業に対

し、補助を行います。 

 

  ・営農振興事業 29 万円   

  ・水稲振興事業 83 万円   

  ・野菜振興事業 9 万円   

  ・果樹振興事業 415 万円   

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 536 万円   

  （うち借金［起債］  400 万円）   

 

増毛町フルーツの里活性化プロジェクト事業 154 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 188 万円）

  フルーツの里 増毛町をＰＲするために、 

イベントやキャンペーンなどを開催します。 

 ＜財源内訳＞   

  道からの交付金 70 万円   

  増毛町の負担額 84 万円   

     

 

ましけ産新米ＰＲ事業 16 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算   19 万円）

  良食味米である「増毛産米」を広くＰＲするため、「新米試食会」を実施し、

水産加工品とともに地産地消運動を推進します。 

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 16 万円   
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農業基盤整備事業 6 億 1,452 万円  

（担当：農林水産課 農業基盤整備室

農業基盤整備係） 
（平成 28 年度予算 6 億 6,754 万円）

  農業基盤整備事業を施行するため、本工事と実施設計を行います。 

・信砂地区・朱文別地区・別苅地区：本工事及び実施設計 

・湯の沢地区：本工事 

 ＜財源内訳＞  

  国・道の負担額 5 億 5,594 万円  

  受益者負担額 1,536 万円  

  増毛町の負担額 4,322 万円  

  （うち借金［起債］ 3,790 万円） （工事完了後） 

 

 

 

 
 

  

  （着工前） （表土戻し作業） 

 

産業活性化支援事業 100 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 100 万円）

 町内で起業する事業者及び新商品開発、販路開拓等を行う事業者に交付しま

す。 

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 100 万円   

  （うち頑張れ増毛応援基金 20万円）   

 

有害鳥獣駆除事業 210 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 203 万円）

  近年、急激に増加している有害鳥獣（カラスや鹿など）による農作物等の被

害を防止します。 

 ＜財源内訳＞  

  道からの交付金 24 万円  

  増毛町の負担額 186 万円  
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桜の植栽事業 17 万円  

（担当：農林水産課農林係） （新規事業）

  桜の世代交代を迎える施設等に桜を植樹 

することで景観美化を促し美しい町になる 

ように整備します。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 6 万円  

  その他 11 万円  

    

 

中山間地域等直接支払交付金 2,668 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 2,668 万円）

  山あいで耕作条件の悪い田畑を守るため、農業者で形成する集落に交付金を

交付します。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道からの交付金 2,001 万円  

  増毛町の負担額 667 万円  

 

多面的機能支払交付金 1,006 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 1,007 万円）

  地域資源の保全管理活動に支援交付します。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道からの交付金 754 万円  

  増毛町の負担額 252 万円  

    

 

通年施工促進費交付金 1,340 万円  

（担当：農林水産課 農業基盤整備室

農業基盤整備係） 
（平成 28 年度予算 551 万円）

  田畑整備事業を円滑に進めるため、工事条件が良好な夏期施工を実施する農

地を対象に、休耕等による所得損失を上限として、実施面積に応じて交付しま

す。 

 ＜財源内訳＞  

  道からの交付金 737 万円  

  その他 603 万円  
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農業次世代人材投資事業 300 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 375 万円）

  青年の就農意欲の喚起と就農後の定着を図るため、経営が不安定な就農直後

（５年以内）の所得を確保する給付金を給付します。 

 ＜財源内訳＞   

 道からの交付金 300 万円  

２ 林業の振興 

 林業につきましては、森林が木材の生産だけではなく、国土や環境の保全、水源の涵養

など、多様で公益的な機能を有していることを前提とした山づくりを進めていきます。 
 

公有林整備事業 892 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 1,006 万円）

 

森林は様々な機能を持っており、その役目を発揮できるよう下刈り

（11ha）、造林（2ha）、除間伐（19ha）などを行い、皆さんの財産である

町有林を整備します。 

 ＜財源内訳＞  

  道からの交付金 607 万円  

  増毛町の負担額 285 万円  

  （うち頑張れ増毛応援基金 280 万円）   

 

民有林造林育成事業 237 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 237 万円）

  森林所有者が行う民有林の造林や育成などに対し、町からも補助を行いま

す。 

 ＜財源内訳＞  

  道からの補助金 68 万円  

  増毛町の負担額 169 万円  

 

森林整備地域活動支援交付金 98 万円  

（担当：農林水産課農林係） （平成 28 年度予算 98 万円）

  森林を所有する方のグループに、森林の手入れをしやすくするための準備に

使う資金を交付し、その地域の活動を支援していきます。 

 ＜財源内訳＞  

  道からの交付金 74 万円  

  増毛町の負担額 24 万円  
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３ 水産業の振興 

 水産業につきましては、魚介類の種苗生産や放流事業による「つくり育てる漁業」及び

漁場造成事業や漁業生産施設整備を関係団体と連携を図り推進していきます。 

 

水産業振興事業（町補助金） 711 万円  

（担当：農林水産課水産係） （平成 28 年度予算 723 万円）

  増毛漁業協同組合が実施する水産資源増大対策事業、漁業権管理事業、漁業

施設維持補修事業などに対し補助を行います。 

  ・アワビ放流事業 79 万円  

  ・ウニ資源増大対策事業 145 万円  

  ・ウニ、アワビ初期減耗対策増養殖事業 15 万円  

  ・漁業権管理事業 27 万円  

  ・クロガシラカレイ人工孵化放流事業 25 万円  

  ・漁業施設維持補修事業 60 万円  

  ・養魚二次飼育関連事業 46 万円 ※端数調整 

  ・ハタハタ産卵藻場造成事業 70 万円  

  ・ナマコ放流・二次飼育事業 114 万円  

  ・ナマコ資源増大対策事業 130 万円  

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 711 万円  

  （うち借金［起債］ 500 万円）  

 

産業活性化支援事業 100 万円  

（担当：農林水産課水産係） （平成 28 年度予算 100 万円）

 町内で起業する事業者及び新商品開発、販路開拓等を行う事業者に交付しま

す。 

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 100 万円   

  （うち頑張れ増毛応援基金 20 万円）   
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地域水産物供給基盤整備事業 

ウニ増殖施設整備事業 [古茶内地区]（事業主体：北海道） 

 

1 億 3,000 万円 

 

 

（担当：農林水産課水産係） （平成 28 年度予算 7,200 万円）

  北海道が事業主体となり、古茶内地区に漁場造成を行い、ウニ資源の増大を

図ります。今年度も、囲い磯の造成を行います。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道の負担額 1 億 1,700 万円  

  増毛町の負担額 1,300 万円  

  （うち借金［起債］ 1,300 万円）  

 

漁業近代化資金利子補給金 123 万円  

（担当：農林水産課水産係） （平成 28 年度予算 154 万円）

  漁業施設の整備拡充を図り、漁業経営の近代化を推進しようとする漁業者に

対して、漁業近代化資金を貸し付ける融資機関に対し利子補給を行い、漁業者

の負担軽減を図ります。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 123 万円  

  （うち借金［起債］ 90 万円）  

 

漁業資格取得費補助事業 50 万円  

（担当：農林水産課水産係） （平成 28 年度予算 50 万円）

 
 町内で漁業を自ら営むために必要とする資格の取得費用の一部に対し、補助

金を交付します。 
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４ 観光の振興 

 観光につきましては果樹や魚介類など、旬の味覚を活かしたイベントなどのソフト事業

を積極的に進めていきます。 

 

観光協会補助事業 1,467 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 1,330 万円）

  観光を通して増毛町の活性化を図るため、町観光協会が実施する各種観光イ

ベント事業（えび地酒まつり、観光港まつりなど）や観光案内所の運営、まし

けマルシェの運営などに対する補助を行います。 

 ＜財源内訳＞  （補助内訳）  

  増毛町の負担額 1,467 万円  〇観光イベント事業 660 万円

 （うち頑張れ増毛応援基金 1,110 万円） 〇観光案内所運営事業 134 万円

  〇観光ＰＲ事業 150 万円

    〇ましけマルシェ事業 437 万円

    〇旧増毛小公開イベント事業 50 万円

    〇その他 36 万円

 

増毛ミクニ塾運営補助事業 70 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 80 万円）

  増毛ミクニ塾の運営に対する補助を行います。 

 

リバーサイドパーク運営事業 2,000 万円  

（担当：商工観光課観光事業係） （平成 28 年度予算 1,415 万円）

  リバーサイドパーク内にあるセンターハウスやバーベキュー施設、ニューオ

ートキャンプ場などの施設管理・運営を行います。 

 ＜財源内訳＞  

  施設使用者の負担額 197 万円  

  増毛町の負担額 1,803 万円  
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岩尾温泉運営事業 1,800 万円  

（担当：商工観光課観光事業係） （平成 28 年度予算 2,063 万円）

  岩尾温泉「あったま～る」の施設管理・運営を行います。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 970 万円  

  その他 830 万円  

 

暑寒別岳スキー場運営事業 3,221 万円  

（担当：商工観光課観光事業係） （平成 28 年度予算 3,471 万円）

  暑寒別岳スキー場のリフトやロッジなどの施設管理・運営を行います。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 1,632 万円  

  その他 1,589 万円  

５ 商工業の振興 

 商工業につきましては、緩やかに景気が回復しているといわれるものの、過疎化の進行

により非常に厳しい経営を強いられている状況にあります。商工会活動の支援などにより

経営基盤の強化を図っていきます。 

 

商工会経営改善普及事業（町補助金） 1,103 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 1,086 万円）

  商工業の振興を促進し、地域経済の基盤安定を図るため、その指導的役割を

担う商工会に対し、経営改善普及事業、地域振興事業、商工会管理運営に要す

る費用の一部等を助成します。 

 

産業活性化支援事業 100 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 100 万円）

 地域経済の活性化と雇用の確保を図り、町内で起業する事業者や新商品開発、

販路開拓を行う事業者に対して財政支援をします。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 100 万円  

  （うち頑張れ増毛応援基金 20 万円）  
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水産加工振興事業（町補助金） 115 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 115 万円）

  水産加工業の振興を促進し、地域経済の基盤安定を図るため、水産加工組合

に対して運営費を助成します。 

 

中小企業特別融資制度及び水産物加工業特別融資制度 4,000 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 4,000 万円）

  町が預託金として 4,000 万円を出資し、その 5 倍の 2 億円を金融機関融資

枠で一企業 1,500 万円を限度に融資し、企業の安定経営を支援します。 

 

増毛町特別融資制度保証料補給事業 47 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 85 万円）

  中小企業特別融資制度及び水産物加工業特別融資制度を利用した企業が、融

資実行の際に保証協会に払い込む保証料の 5 割を補給します。 

 

６ 労働雇用環境の形成と消費者対策の充実 

 本町は、小規模企業が大半を占めるとともに、産業の集積がないために、就労の場の確

保が難しい状況にありますが、冬期雇用対策事業などによって、就業機会を少しでも多く

設けていきます。 

 

冬期雇用対策事業 770 万円  

（担当：商工観光課商工観光係） （平成 28 年度予算 643 万円）

  冬期雇用対策として、河川の氷割りや公共施設などの除排雪業務を委託し、

労働者の冬期間の就労と生活の安定を図ります。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 770 万円  

  （うち頑張れ増毛応援基金 570 万円）  

 



第２章 未来と安全を支える基盤確かなまちづくり 

 １ 土地利用の促進 

 ２ 国土保全の推進 

 ３ 道路・交通体系の整備 

 ４ 港湾・漁港の整備 

 ５ 情報・通信体系の整備 
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１ 土地利用の促進 

老朽化した町有物件の解体や遊休町有地、解体跡地の活用など、土地の有効活用を図っ

ていきます。 
 

町有施設解体事業 5,232 万円  

（担当：企画財政課管財係） （平成 28 年度予算 2,942 万円）

  旧別苅小学校、旧雄冬監督員詰所の解体工事を行います。 

 ＜財源内訳＞   

  増毛町の負担額 5,232 万円   

  （うち借金［起債］ 4,330 万円）   

  （うち頑張れ増毛応援基金 900 万円）   

    

 

  

 

２ 国土保全の推進 

 町民が安心して暮らせる町を実現するために海岸保全、河岸の改修事業などを行い、国

土の保全を図っていきます。 
 

３ 道路・交通体系の整備 

 生活基盤である道路につきましては、改良・舗装などの整備を進めるほか、防犯灯の設

置及び街路灯電気料金の助成を行います。 
 

寿通線側溝補修 70 万円  

（担当：建設課技術係） （新規事業）

  雨天時の舗装の水溜まり解消を目的とし、小型集水枡を設置し、雨水誘導を

図ります。 

【排水工 小型集水枡＝５基】 
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10 丁目中通線舗装補修工事 300 万円  

（担当：建設課技術係） （新規事業）

  道路と側溝の段差解消のため、舗装打換えにより、舗装路面の解消を図りま

す。 

【施工延長＝140m】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロードヒーティング修繕 120 万円  

（担当：建設課技術係） （新規事業）

  町道役場通線に設置のロードヒーティングの一部が断線により機能低下し

ているため、敷設替えにより機能回復を図ります。 

【施工範囲＝30 ㎡】 
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除雪機械購入事業 2,087 万円  

（担当：建設課管理係） （新規事業）

  平成７年に購入した小型ロータリー除雪車が 

経年劣化による老朽化が進むため更新します。 

【購入予定車両＝小型ロータリー700t 級 １台】 

 ＜財源内訳＞  

  国からの交付金 560 万円  

  増毛町の負担額 1,527 万円   

  （うち借金[起債]  1,520 万円）   

 

橋りょう長寿命化修繕・点検事業 5,380 万円  

（担当：建設課技術係） （平成 28 年度予算 2,650 万円）

  橋梁長寿命化修繕計画に基づき、町道管理橋梁（44 橋）の点検を 3 年間で

実施（今年は 2 年目）し、老朽化した橋の修繕を行います。 

【修繕実施設計委託＝480 万円】 

【千代田橋修繕＝4,100 万円】 

【点検費用＝800 万円】 

 

 ＜財源内訳＞  

  国からの交付金 2,392 万円   

  増毛町の負担額 2,988 万円 （うち借金［起債］ 2,740 万円）  

 

 

  

 

町道維持管理業務 2,938 万円  

（担当：建設課管理係） （平成 28 年度予算 2,160 万円）

  町道を維持・管理するため道路や側溝などの補修及び清掃を行い、また、流

雪溝の維持管理等についての経費を支出しています。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道からの交付金 330 万円  

  増毛町の負担額 2,334 万円 ※端数調整  

  その他 274 万円   

千代田橋 
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除雪対策費 7,565 万円  

（担当：建設課管理係） （平成 28 年度予算 7,565 万円）

  冬期間における町内一円の道路交通確保のため、除排雪業務を除雪組合に委

託します。 

ロードヒーティングの維持管理、融雪期には未除雪路線の雪割りを行います。

 ＜財源内訳＞   

  国からの交付金 1,769 万円  

  増毛町の負担額 5,796 万円  

     

    

    

    

    

    

    

     

    

 

４ 港湾・漁港の整備 

 増毛港は、物流機能を備えた地方港湾として、また、基幹産業を支える沿岸漁業基地と

して、増毛町の産業経済に大きく貢献しておりますので、今後も整備を進めていきます。 

 

増毛港整備事業（事業主体：国） 1 億 7,750 万円  

（担当：建設課管理係） （平成 28 年度予算 2 億 2,300 万円）

  国の直轄事業により、増毛港の港湾施設整備を行います。 

 町では 5,000 万円を負担金として支払います。今年度は負担金の全額が借

金となりますが、償還金の約 70％が地方交付税として交付されます。 

 ＜財源内訳＞  

  国の負担額 1 億 2,750 万円

  増毛町の負担額 5,000 万円

  （うち借金［起債］5,000 万円） 
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増毛港維持管理業務 732 万円  

（担当：建設課管理係） （平成 28 年度予算 723 万円）  

  増毛港の維持管理のため港内修繕や清掃、街灯及び標識灯の修繕を行いま

す。 

 

 

稲葉海岸町消波ブロック設置事業 100 万円  

（担当：建設課技術係） （平成 28 年度予算 674 万円）

  民家、町道への越波及び飛沫による被害防止のため消波ブロックを設置しま

す。 

【施行範囲 延長＝71m】 

   

    

   

 

プレジャーボートスポット上下架施設取替工事 1,208 万円  

（担当：建設課管理係） （新規事業）

  プレジャーボートスポットの上下架施設（クレーン）の老朽箇所の取替えを

行い、施設利用者の安全を確保します。 

【取替箇所＝電気ホイスト】 
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５ 情報・通信体系の整備 

 高度情報化社会においては、各種通信機器が産業や経済の発展に大きく寄与しており、

コミュニケーション手段としても重要な役割を担っています。 

 今後も更なる技術開発が予想され、地域格差の拡大も心配されるところでありますが、

不都合が生じないように安定した通信体制の強化を図っていきます。 

 

総合行政システム運用事業 807 万円  

（担当：総務課情報管理係） （平成 28 年度予算 802 万円）  

  留萌管内７町村が個々に運用している行政システムを統合し、7 町村で共

同システムを運用しています。クラウド技術を活用することで、業務効率化

のほか、災害時のデータ消失を防ぐことができます。 

 

  

 

自治体情報セキュリティクラウド事業 76 万円  

（担当：総務課情報管理係） （新規事業）  

  自治体セキュリティクラウドとは、近年のサイバー攻撃の複雑化・巧妙化

を背景に、総務省が都道府県及び全国の自治体へ導入を強く推進しているも

ので、市町村が個別で行っているインターネット接続口におけるセキュリテ

ィ対策を都道府県ごとに集約するものです。 

 これによって、市町村は高度なセキュリティ対策を独自に整備することな

くサービスとして利用可能になります。 

 北海道では全 179 市町村及び 6 広域連合が参加を表明しています。 

 

  

 

財務会計システム更新事業 998 万円  

（担当：総務課情報管理係） （新規事業）  

  平成１８年度より導入している財務会計システムの保守が寿命を迎えて

いることから当該システムの更新を行います。 

 新システムでは、クラウド技術を活用し、自庁サーバーを廃止し、クラウ

ドサーバー（IDC センター）を使用することで災害時のデータ消失を防ぎ、

安全かつ効率的な業務の運用を図ります。 

 

 

〇クラウド技術について 

クラウド（cloud）とは、「雲」という意味の言葉です。 

データを雲の上（外部）に置き、インターネットを利用して、必要なデー

タを必要なときに雲の上から持ってきて利用する技術です。 

万が一、役場庁舎が災害にあった場合でも、大切なデータは雲の上にあり

ますので、データ消失を防ぐことができます。 



第３章 健やかで元気に生き生きと暮らせるまちづくり 

 １ 健康づくりの推進 

 ２ 地域医療の充実 

 ３ 地域福祉の充実 

 ４ 高齢者福祉の推進 

 ５ 児童・ひとり親福祉の充実 

 ６ 障がい者福祉の充実 

 ７ 社会保障の充実 
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第３章 健やかで元気に生き生きと暮らせるまちづくり 

１ 健康づくりの推進 

町民の健康保持のため、各種健診事業及び予防接種、 健康相談・健康教室を実施します。

特に、生活習慣病の予防のため、特定健診の結果を基にした特定保健指導を充実します。 

また、健康寿命延伸人材育成事業の展開により、メタボリックシンドローム、ロコモティブシン

ドロームを予防し、健康寿命を延伸します。 

 

予防接種事業（乳幼児・児童生徒他） 626 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 646 万円）

  乳幼児・児童生徒に各種予防接種を実施し、病気の感染を防止します。また、

町外で接種する際の助成も行います。 

（ＢＣＧ、二種混合･四種混合ワクチン、麻疹･風疹、ヒブ、小児肺炎球菌、 

水痘、日本脳炎、B 型肝炎、成人風疹） 

  

 

インフルエンザ、高齢者肺炎球菌予防接種事業 562 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 559 万円）

 

 町民を対象にしたインフルエンザや高齢者肺炎球菌の予防接種を実施し、イ

ンフルエンザや肺炎の発症を予防します。保健センターでの集団接種のほか、

高齢者が医療機関で行う予防接種に助成します。 

 ＜財源内訳＞ 

  個人の負担額 292 万円  

  増毛町の負担額 270 万円  
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特定健診、特定保健指導 1,092 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係、町民課保険年金係） 

（平成 28 年度予算 1,155 万円）

 

 40 歳以上 75 歳未満の方を対象に、特定健診を行います。 

健診の結果、要医療、コントロール不良、メタボリックシンドローム、予備群

と判定された方に対し、特定保健指導を行い、生活習慣病を予防することで町

民の健康を守り、医療費の増加を抑制します。 

保健センターと町内４地区で行う集団健診や、増毛町立市街診療所、留萌市内

各医療機関および旭川がん検診センター、旭川厚生病院で健診を受けられま

す。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道からの補助金 629 万円  

  増毛町の負担額 463 万円  

 

特定健診/保健指導実施状況
 

項 ⽬ 26年度 27年度 28年度(※1) 

特
定
健
診 

対象者数(⼈) 909 854 860 

受診者数(⼈) 440 455 383 

受診率(％) 48.4 53.3 44.5 

特
定
保
健
指
導 

特定保健指導 
対象者数(⼈) 

50 55 49 

終了者数(⼈) 34 30 － 

終了率(％) 78.0 54.5 － 

(※1) 平成 28 年 12 ⽉末現在 

 

健康寿命延伸人材育成事業 2,944 万円  

（担当：町民課保険年金係、福祉厚生課保健指導係） （新規事業）

 
 軽スポーツの取り組みを普及、牽引し、運動指導する人材を育成し、町民が

主体的に運動に取り組むことによって健康寿命を延伸します。 

 ＜財源内訳＞ 

  国からの補助金 1,472 万円  

  増毛町の負担額 1,472 万円  
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母子保健施策 383 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 632 万円）

 
 安心して妊娠、出産、子育てができるよう、各種健診や訪問、相談、教室な

どを行い、すこやかな子どもの成長を支援します。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 383 万円 （うち頑張れ増毛応援基金 150 万円）

 

・母子健康手帳の交付 

・妊婦一般健康診査 

 健康診査により、母子感染・貧血・妊

娠高血圧症候群などの早期発見、早期

治療を図ります。一人あたりの補助額

は、１４回分で８５，２９４円です。

また里帰り出産をする際の健康診査の

助成も行います。 

・出産準備金の支給 

 母子健康手帳交付後に 5 万円、出産後

に 5 万円の支給を行います。 

・妊婦訪問、新生児・妊婦訪問、離乳

食訪問 

 保健師、栄養士が訪問します。 

・乳児股関節脱臼検査（満３ヶ月児）

 留萌市立病院で実施します。 

・ベビーマッサージ教室 

 乳児対象に月1回保健センターで実
施します。 

 
 
 

 

・乳幼児健診 

（４～５ヶ月児、９～１０ヶ月児） 

 年６回、保健センターで実施します。 

・乳幼児相談 

 月１回、保健センターで実施します。 

・１歳６ヶ月児・３歳児健診 

 年４回、保健センターで実施します。 

・フッ素塗布 

 町内歯科医院に委託して、就学前の 

乳幼児を対象に実施します。年３回、塗

布することができますが、１回５００円

の負担金がかかります。 

・フッ化物洗口事業 

 幼稚園、保育所（４～５歳児）及び 

小中学校で実施します。 

・巡回児童相談 

 旭川児童相談所による、養育・発達 

障害などの巡回相談を行います。 
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がん検診等各種健診事業 1,179 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 1,172 万円）

 

 胃がん検診、肺がん結核検診又は CT 肺がん検診、大腸がん検診、乳がん検診、

子宮がん検診、肝炎ウイルス検診、エキノコックス検診、前立腺がん検診、甲状

腺検診などを実施します。また、平成２９年度からがん検診において、ヘリコバ

クター・ピロリ菌検査、HPV 検査の助成を開始しました。 

 がん検診推進事業により、大腸がん・乳がん検診は、４０歳、子宮がん検診は、

２０歳の人が無料検診の対象者となります。 

＜財源内訳＞ 

 受診者徴収金 319 万円  

 増毛町の負担額 860 万円  

 

平成２7 年度 各種検診等受診状況 

区分 
胃がん 

検診 

大腸がん

検診 

乳がん 

検診 

子宮がん

検診 

肺がん 

結核検診

CT 肺が

ん検診 

前立腺ガ

ン検診 

甲状腺検

診 

対象者数（人） 1,924 1,924 992 1,333 1,924 - - - 

受診者数（人） 335 410 249 320 355 70 70 63 

H27 受診率（％） 17.4 21.3 34.0 32.0 18.5 - - - 

＊がん検診受診率は平成 25 年度より対象が 65 歳未満に変更になっています。乳がん子

宮がんは２年に１回の検診として受診率を算定しています。平成 27 年度から、対象者は

一律人口を基準とすることとなったため、昨年度より受診率が低くなっています。 

 

保健推進員活動 50 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 56 万円）

 

 自治会から推薦があった方に保健推進員を依頼します。 

保健推進員は、健康な町づくりの推進役として町民と行政のパイプ役となり、

各種保健事業の推進を図っていただきます。 
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健康増進事業 93 万円  

（担当：福祉厚生課保健指導係） （平成 28 年度予算 145 万円）

 
 生活習慣病等を予防し、健やかに自分らしく生活できるよう、健康づくりを

支援します。 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 53 万円  

  増毛町の負担額 40 万円  

 

・健康相談 

 健康一番館等で 2 ヶ月に 1 回実施します。 

 健診結果説明会を実施し、健診結果をわかりやすい資料などで体の状態を説

明したり、生活改善の支援を行います。 

・各種健康教室 
 各団体や地区からの依頼で出前健康教室を実施します。 

・家庭訪問 

健診結果等から、生活習慣病の方を重点対象に保健師や栄養士が訪問を行い

ます。特定保健指導対象者、二次健診対象者、重症化予防対象者、慢性腎臓

病（CKD）予防対象者、糖尿病性腎症重症化予防対象者（約 200 人）、医

療機関にかかっていない特定健診未受診者（約 150 人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （健診結果説明会の様子） 
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２ 地域医療の充実 

 全ての町民が健康で快適な生活をおくるため、市街診療所は「福祉」「保健」「医療」「介

護」に関する地域包括ケアの一端を担いながら、地域医療の確保という重要な役割を果た

しております。本町の医療センタ－としての機能（一般健診、予防接種、個別特定健診、

訪問診療等の実施）を保持し、安全で良質な医療サ－ビスの提供と地域に根ざした医療の

充実を図ります。 

また、雄冬へき地出張診療所には 2 週間に一度の出張診療を行い、市街診療所と連携を

図りながら医療提供の充実を図ります。 

 

町立市街診療所事業 2 億 1,990 万円  

  （平成 28 年度予算 2 億 2,931 万円）

 ＜財源内訳＞ 

  診療報酬 1 億 2,590 万円  

  患者一部負担金 1,995 万円  

  その他診療収入等 1,061 万円  

  増毛町の負担額 6,344 万円  

 

福祉バス運行事業 431 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 454 万円）

 

公共交通機関のない地区（信砂地区及び舎熊地区の一部（朱文別沢、笹沼））

の定期病院通院患者の移送サービス及び生きがいデイサービスの送迎などを

行います。 
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３ 地域福祉の充実 

 少子・高齢化や深刻な過疎化の進行に伴い、核家族化や家庭における介護能力低下など

が顕著になっておりますので、安心して暮らせる福祉社会実現のための諸施策を講じてい

きます。 

 

社会福祉協議会補助事業（町補助金） 649 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 694 万円）

 

 幅広い福祉活動を支援するとともに、各種福祉事業を推進している社会福祉

協議会へ活動運営費の一部を補助しています。また、町内の各種社会福祉団体

に社会福祉協議会をとおして補助金を交付しており、ボランティア団体の育成

を行います。 

 ・社会福祉協議会の組織強化と連携機能の充実 

  
 幅広い福祉活動を支援するとともに、各種福祉事業を推進している社会福

祉協議会へ活動運営費の一部を補助します。 

 ・ボランティア団体の活動とその組織強化や連携機能の充実 

  
各学校のボランティア団体及びボランティアセンターに対して補助金を

交付します。 

 ・ふれあい広場の実施 

   ふれあい広場の実施に対して補助金を交付します。 

 ・母子会への助成等 

   母子会への活動運営費の一部として補助金を交付します。 

 ・身体障がい者福祉の推進 

  
 身体障害者協会などへの運営費の一部として補助金や交通費を交付しま

す。 

 ・遺族会への助成 

   遺族会への活動運営費の一部として補助金を交付します。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 649 万円 （頑張れ増毛応援基金 300 万円） 

 

民生委員児童委員活動の充実 273 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 243 万円）

 
 民生委員児童委員の活動を充実するために報酬、費用弁償、委託料、補助金

及び研修旅費など各種経費と、民生委員推薦会に係る経費を支出します。 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 156 万円  

  増毛町の負担額 117 万円  
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老人クラブ連合会補助事業（町補助金） 57 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 57 万円）

 
 老人クラブ連合会及び単位老人クラブへの活動運営費等の一部を交付しま

す。(２６年度までは、社会福祉協議会補助金の一部として支出) 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 38 万円  

  増毛町の負担額 19 万円  

 

４ 高齢者福祉の推進 

 本町では、ひとり暮らしの高齢者や寝たきり、認知症などの要介護者が増加しており、

これら援助を必要とするお年寄りへの福祉の充実を積極的に進めています。 

 

老人福祉センター改修事業 85 万円  

（担当：福祉厚生課介護保険係） （平成 28 年度予算 252 万円）

  老人福祉センターの１階脱衣所・休憩室の床を改修します。 

 

老人保護事業 5,487 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 7,216 万円）

 
 市町村が福祉の措置として、老人福祉施設入所の措置をとった場合に、その

市町村が支弁義務者として、入所委託した施設に対して費用を支払います。 

 ＜財源内訳＞  

  入所者負担金 1,295 万円  

  増毛町の負担額 4,192 万円  

 

敬老会の開催 292 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 201 万円）

  町内各地区で開催される敬老会経費を負担します。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 292 万円  

  （うち借金［起債］ 170 万円）  
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後期高齢者医療事業 1 億 487 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 1 億 422 万円）

 

 後期高齢者医療制度は、７５歳以上（一定の障がいのある方は６５歳以上）

の方に適切な医療を確保し、健康増進を図ります。 

町では、この事業に対し医療費と健診業務、インフルエンザ予防接種に係る

経費を支出します。 

 ＜財源内訳＞ ※参考 平成 29 年度特別会計予算

  その他 207 万円 7,810 万円 

  増毛町の負担額 1 億 280 万円     ＜財源内訳＞ 

   その他 4,490 万円 

   町の負担額 3,320 万円 

 

高齢者福祉サービスの実施 110 万円  

（担当：福祉厚生課介護保険係） （平成 28 年度予算 310 万円）

 

 住み慣れた自分の家で高齢者ができるだけ永く住み続けることができるた

めのサービスの提供、また、介護予防・地域支え合いの独自事業を行います。

・除雪サービス 

（有償ボランティアによる玄関前の除雪、屋根及び家のまわりの除雪） 

・砕石ペット「まくべい」の配布 

※生きがいデイサービス事業は、平成２９年度から新総合事業への移行によ 

り、包括支援センター運営事業（P.25 記載）に変わりました。 

 ＜財源内訳＞ 

  利用者負担金 13 万円  

  増毛町の負担額 97 万円  

    

 

介護予防支援事業 1,218 万円  

（担当：地域包括支援センター） （平成 28 年度予算 1,200 万円）

 

 地域包括支援センターの保健師等が要支援の認定を受けた方に対して、要介

護状態になることを予防する事を目的とした介護予防支援サービス計画を作

成し、サービス事業者との連絡調整等を実施します。 

 ＜財源内訳＞ 

  介護報酬 194 万円  

  増毛町の負担額 1,024 万円  
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老人福祉寮やすらぎ荘運営事業 598 万円  

（担当：福祉厚生課介護保険係） （平成 28 年度予算 600 万円）

 

生活環境や家庭の事情などにより、家族と日常生活を営むことが困難な６０

歳以上の単身者のために、生活の安定と健康保持を図り、老人福祉の向上を目

的として「やすらぎ荘」を運営します。 

 ＜財源内訳＞ 

  利用者負担金 198 万円  

  増毛町の負担額 400 万円  

  （うち頑張れ増毛応援基金 400 万円）  

 

地域包括支援センター運営事業 2,406 万円  

（担当：地域包括支援センター） （平成 28 年度予算 1,348 万円）

 

 高齢者の生活や介護などについての総合的な相談窓口として、専任の保健

師、ケアマネジャーを配置し、地域包括支援センターを運営します。 

 また、次の事業を行います。 

 

 ・介護予防・生活支援サービス事業（生きがいデイサービス事業等） 

 ・一般介護予防事業 

 ・介護用品（紙オムツ等）支援事業 

 ・配食サービス 

※平成２９年度から新総合事業への移行により、生きがいデイサービス事業が

加わりました。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担額 858 万円  

  その他 298 万円  

  保険料 408 万円  

  利用者負担 118 万円  

  増毛町の負担額 724 万円  

 

訪問介護サービス事業 1,092 万円  

（担当：明和園） （平成 28 年度予算 1,138 万円）

 
 養護老人ホーム明和園で介護が必要になったお年寄りの方に、身体介護のサ

ービスを提供します。 

 ＜財源内訳＞※町の負担はありません。 

  介護報酬・利用者負担金 1,092 万円  
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養護老人ホーム運営事業 1 億 5,051 万円  

（担当：明和園） （平成 28 年度予算 1 億 6,542 万円）

 

 養護老人ホーム明和園では、老年期を「快適に、心豊かに」暮らす場として、

住環境の改善を図るとともに、生活の質の向上を目指しています。利用者との

コミュニケーションを図りながら信頼関係の確立や利用者が安心して生活で

きる場の確保に努め、愛情溢れる対応により快適な生活を楽しめるように努め

ます。 

 また、介護が必要になったお年寄りの方には、個々のケアプランに沿って介

護員により身体介護のサービスを提供します。 

 ＜財源内訳＞ 

  負担金 6,193 万円  

  介護報酬 2,359 万円  

  その他 11 万円  

  増毛町の負担額 6,488 万円  

 

特別養護老人ホーム運営事業 1 億 8,812 万円  

（担当：明和園） （平成 28 年度予算 1 億 8,745 万円）

 

 介護を必要とするお年寄りの方で、団体生活を希望される方や在宅での生活

に不安を感じる方など、入所を希望された方を対象に特別養護老人ホームを運

営しています。「寝たきりゼロ」を目指し、リハビリ的要素を取り入れた余暇

活動や自立した生活の援助・健康管理など、快適な生活を送っていただくため

のサービスを提供します。 

 ＜財源内訳＞ 

  介護報酬・利用者負担金 1 億 2,951 万円  

  増毛町の負担額 5,861 万円  

 

ショートステイ運営事業 740 万円  

（担当：明和園） （平成 28 年度予算 791 万円）

 

介護又は支援を必要とするお年寄りのいる家族の方の身体的・精神的な負担

の軽減を図るため、また、急に家を留守にする場合や旅行に出かける場合など、

お年寄りも家族の方も安心して過ごせるようサービスを提供します。 

 ＜財源内訳＞ 

  介護報酬・利用者負担金 35 万円  

  増毛町の負担額 705 万円  
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地域交通対策事業 59 万円  

（担当：町民課町民環境係） （新規事業）

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 59 万円 （うち頑張れ増毛応援基金 50 万円） 

 

近くに路線バス等の公共交通が運行されていないために、日常生活の移動を

自家用車等に頼らざるをえない公共交通空白地域（暑寒沢、中歌、湯の沢）に

おいて、高齢で運転免許証を有しない等の理由で移動が制約される人の日常生

活の移動支援を図るため、タクシー利用料金の初乗り料金を助成します。 

５ 児童・ひとり親福祉の充実 

 子ども・子育て支援制度の施行により、本町でも、子ども・子育て支援事業計画を作成

し、子育て支援を進めるほか、未来を築き、将来、社会を発展させる原動力となる子ども

達を社会全体で守り、育てるために、児童福祉の充実を図っていきます。 

 また、ひとり親家庭を、社会全体で支援していくための環境を積極的に整備します。 

 

常設保育所運営 4,455 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 4,162 万円）

 

 働く女性の増加により、低年齢児から保育所の利用を望む家庭が増えていま

す。保育所は、平成２８年度に増築し、子育て支援環境の整備をすると共に、

利用している子どもの最善の利益を求め、養護と保育を一体的に行っており、

さらに、地域との世代間交流も行っています。 

 ＜財源内訳＞  

  保育料など保護者負担 1,152 万円  

  その他負担金 83 万円  

  増毛町の負担額 3,220 万円 （うち頑張れ増毛応援基金 800 万円）

 

常設保育所 施設整備事業 36 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 44 万円） 

 
 快適な保育環境をつくるため、施設備品や教材備品の整備及び施設の補修を

行います。 

 

保育所広域入所委託事業 186 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 159 万円） 

  町内の児童が利用している留萌市内の保育園に委託料を支払いします。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道からの負担金 111 万円  

  保育料などの保護者負担 37 万円  

  増毛町の負担額 38 万円  
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地域子育て支援センター事業 24万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 29 万円）

 
 保育所内に子育て支援センターを設置し、いちごクラブや親子遊びの広場な

どの交流事業や保育士・保健師による子育て相談を行います。 

  

 

多子世帯子育て支援金支給事業 95 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 60 万円）

 
 子育て中の多子世帯の負担軽減を図るため、第３子以降の子の入学・進学時

に支援金を支給します。 

 ＜財源内訳＞  

  増毛町の負担額 95 万円 （うち頑張れ増毛応援基金 95 万円） 

 

学童保育事業 333 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 303 万円）

 
 保護者が労働などにより昼間家庭にいない小学校低学年児童に対し、放課後

及び長期休暇中に適切な遊びや生活の場を与えて、健全な育成を図ります。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道からの負担金 222 万円  

  増毛町の負担額 111 万円  

 

乳幼児等医療費助成事業 360 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 370 万円）

 

乳幼児等の医療費を助成します。 

就学前：入院、通院、歯科、調剤 の保険対象医療費 

 小学生：入院 の保険対象医療費 

 ※町民税課税世帯の３歳以上の方は１割負担となります。 

 ※所得制限があります。 

【平成27年8月より全道の医療機関で受給者証を使用できるようになりました。】 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 176 万円  

  その他 1 万円  

  増毛町の負担額 183 万円  

  （うち借金［起債］120 万円）  
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子ども医療費助成事業 240 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 240 万円）

 
中学生までの医療費について、乳幼児等医療費助成事業に該当にならない医

療費を増毛町商工会共通商品券で還元しています。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 240 万円 （うち頑張れ増毛応援基金 240 万円） 

 

ひとり親家庭等医療費給付事業 157 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 161 万円）

 

 ２０歳未満（１８歳以上は学生のみ）の子を扶養している、ひとり親家庭の

親、子の医療費を助成します。（親は入院のみ） 

 ※町民税課税世帯の３歳以上の方は１割負担となります。 

 ※所得制限があります。 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 71 万円  

  増毛町の負担額 86 万円  

  （うち借金［起債］50 万円）  

    

 

未熟児養育事業 40 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 36 万円）

 
 高額な医療費の支払いとなる未熟児の養育に対して、保護者の負担を軽減す

るために費用を助成します。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担金 25 万円  

  その他 7 万円  

  増毛町の負担額 8 万円  

 

児童手当支給 4,831 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 5,081 万円）

 中学校３年生までの児童を養育している方に手当を支給します。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担額 4,078 万円  

  増毛町の負担額 753 万円  
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児童扶養手当支給（事業主体：北海道）   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 

父母の離婚などにより、児童を養育しているひとり親家庭等の生活の安定と

自立を助け、児童福祉の増進を図るために道が手当を支給する制度について、

町が手続きの窓口となっています。 

平成２２年８月より、父子家庭も支給対象になっています。 

 

母子福祉資金貸付事業（事業主体：北海道）   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 
道が母子家庭又は寡婦の経済的自立を図ることを目的として貸し付けてい

る各資金について、町が手続きの窓口となっています。 

 

特別児童扶養手当支給（事業主体：北海道）   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 

身体や精神に障がいのある満２０歳未満の子を扶養している方へ、児童福祉

の増進を図るために道が手当を支給する制度について、町が手続きの窓口とな

っています。 

 

６ 障がい者福祉の充実 

 障がいのある人が地域で安心して生活していくために、相談支援や制度及びサービスの

内容の周知など、地域生活を支援する体制づくりを進めていきます。 
 

障がい福祉事業 1 億 3,957 万円  

（担当：福祉厚生課民生係） （平成 28 年度予算 1 億 3,718 万円）

 

 障害者総合支援法の施行（１８歳未満は児童福祉法の改正）により、障がい

の種別によらない共通のサービスを提供し、サービス費用をみんなで支え合い

（原則１割負担。但し、住民税非課税の場合は無料）、働きたい人を応援し、

身近な地域でサービスが利用できます。 

 町は利用者からの申請により障害支援区分認定を行いサービスの種類や量

を決定し、利用者は自分が選んだサービス提供事業者と契約を結びサービスを

受けることになります。 

＜サービスの内容＞ 介護給付、訓練等給付、相談支援、障がい支援医療、 

補装具、療養介護給付、障がい児通所給付など 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担額、補助金 1 億 356 万円 ※端数調整 

  増毛町の負担額 3,601 万円  
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重度心身障がい者医療給付事業 1,245 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 1,320 万円）

 

 身体障害者手帳１級、２級、３級（３級は内部障害のみ）の方、精神保健福

祉手帳１級の方、療育手帳Ａ判定の方、重複障がいの方（肢体不自由、盲、ろ

うあ等の障がいを持つ重度の知的障がいと診断された方）の医療費を助成しま

す。 

 ※町民税課税世帯の3歳以上の方は1割負担となります。 

 ※所得制限があります。 

 ※精神保健福祉手帳1級の方は通院のみの助成となります。 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの補助金 514 万円  

  その他 231 万円  

  増毛町の負担額 500 万円 （うち借金［起債］ 340 万円） 
 

障がい児福祉手当及び特別障がい者手当支給（事業主体：北海道）   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 

 在宅の特別障がい者や特別障がい児に対し、著しい重度の障がいによって生

ずる特別な負担の軽減や、福祉の増進を図るために道が手当を支給する制度に

ついて、町が手続きの窓口となっています。 
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７ 社会保障の充実 

 町が担う社会保障制度の国民健康保険や介護保険は、少子・高齢化の進行により、厳し

い事業運営となっています。 

 このような状況のもと、町では疾病予防に注力し、持続可能な運営の確立に努めていま

す。 

 また、町が窓口となる、年金・生活保護等についても分かりやすい説明に努め、社会福

祉の向上を図ります。 

 

国民健康保険事業 7 億 3,390 万円  

（担当：町民課保険年金係） （平成 28 年度予算 6 億 6,090 万円）

 

 国民健康保険は、病気やケガなどのときに安心して治療できるよう、医療費

を加入者と国、道が負担する「助け合いの制度」です。 

 町では国民健康保険特別会計の円滑な運営を図るために、4,772万円を一般

会計で負担しています。 

事業の内訳は次のとおりです。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担額 3 億 5,385 万円  

  保険税 1 億 1,816 万円  

  増毛町の負担額 1 億 1,928 万円  

  その他 1 億 4,261 万円  

 ・保険給付費 4 億 4,467 万円  

  

診療報酬や高額療養費、葬祭費、出産育児費などの費用を給付します。 

自己負担額（窓口負担）が高額になった場合には、限度額を超えた金額が

高額医療費として後日支給されます。 

なお、「限度額適用認定証」（交付申請が必要）を医療機関の窓口で提示

することにより、自己負担限度額以内の支払いで済みます。 

※限度額は世帯ごとに異なりますので、入院などをされる際には保険年金

係までお問い合わせください。 
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国民健康保険事業   

（担当：町民課保険年金係） 

 ・保健事業費 1,891 万円（P.15「特定健診・特定保健指導」事業費含む）

  

 平成 27 年度の増毛町の国保加入者のひとりあたりの年間医療費は 42.3

万円でした。 

 これは、北海道の平均（38.4 万円）よりも 3.9 万円も高く、北海道全体

で 30 番目に高い医療費となっています。（平成 27 年度速報値） 

増毛町では特定健診を窓口に重症化の予防に重点をおき、医療費の抑制と

健康寿命の延伸を目標に、２次健診や適切な医療受診の勧奨を進めていま

す。 

  ※1 国保連 H.P.より 
  ※2 ＫＤＢ（国保データベースシステム）より 
  ※3 速報値 

項⽬ 25年度 26年度 27年度 

 ひとりあたり※1
 

  年間医療費 41万6千円 40万円 42万3千円※3 

 

健康寿命（男）※2 64.3.歳 64.3.歳 64.3歳 

 

健康寿命（⼥）※2 66.6歳 66.6歳 66.5歳 

   

 

介護保険事業 6 億 5,871 万円  

（担当：福祉厚生課介護保険係） （平成 28 年度予算 6 億 3,439 万円）

 

 介護保険制度は、国、道、市町村と４０歳以上の被保険者が決められた基準

に従って費用を負担し、要介護の認定を受けた被保険者が介護を必要とする度

合いに応じ、介護サービスを受けられる制度です。町ではこの事業に対し経費

を支出します。 

 ＜財源内訳＞ 

  国・道の負担額 2 億 7,887 万円  

  保険料 1 億 948 万円  

  その他 1 億 7,933 万円  

  増毛町の負担額 9,103 万円  
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国民年金業務（法定受託事務）   

（担当：町民課保険年金係） 

 

国民年金は、老後の生活を保障することを目的に創設された社会保障制度で

す。 

町では、国民年金の加入をはじめ、各種の申請手続きを受付しています。 

また、年金制度や無年金者の解消等について毎月の広報を通して周知してい

ます。 

 

生活保護法に係る援護   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 
生活保護法に係る援護体制による相談、申請手続きや受給者への保護費の支

給などを行います。 

 

生活福祉資金貸付事業   

（担当：福祉厚生課民生係） 

 
北海道社会福祉協議会で貸し付けをしている生活福祉資金について、増毛町

社会福祉協議会が手続きの窓口となって貸し付けを行います。 

 



第４章 快適で安心安全な暮らしを支えるまちづくり 

 １ 環境美化・景観の充実 

 ２ 環境衛生の充実（ごみ・し尿処理・墓地） 

 ３ 上下水道の整備 

 ４ 快適な環境づくりの推進（公園・緑地・公営住宅） 

 ５ 消防・防災体制の充実 

 ６ 交通安全・地域安全活動の充実 

 ７ 移住・定住の推進 
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１ 環境美化・景観の充実 

 自然と調和した美しい景観は快適な生活空間を提供するとともに、観光客や旅行者にも

町を印象付ける大切な要素となります。これからも心地よい環境を保つため、積極的に美

化運動を展開していきます。 

 

町内一斉清掃委託事業 20 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 18 万円）

 春の町内一斉清掃を実施した町内会に委託料を支払います。 

  ・ごみ運搬手数料 6 万円  

  ・一斉清掃委託料 14 万円  

 

クリーン作戦の実施 4 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 ４万円）

 

 毎年５月中旬に地域住民や各種団体のみなさ

んの協力を得て、海岸線や道路沿いのごみ拾い

を行い、美しい環境づくりに努めています。 

 

 

花いっぱい運動委託事業 280 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 280 万円）

 
 国道、道道の植樹帯に、花を植え環境整備を行います。 

また、社会福祉協議会へ委託し、高齢者の活動の機会を提供します。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 280 万円  

  （うち頑張れ増毛応援基金 280 万円）  

 

畜犬登録、狂犬病予防接種事業 10 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 10 万円）

 野犬増加の防止及び狂犬病の予防接種を行います。 

 ＜財源内訳＞ 

  その他 10 万円  
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空き家等対策事業 795 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 802 万円）

 

 町では適切に管理されていない空き家等が防災、

衛生、景観等、町民の生活環境に深刻な影響を及ぼ

している空き家の実態調査を行うとともに、平成27

年１２月に「増毛町空き家等の適正管理及び活用促

進に関する条例」を制定し、空き家等対策に取り組

 

 

組んでおります。 

また、昨年度より積極的な空き家の除却を推進するため、除却費用の 1/2（上

限 50 万円）を補助しており、今年度も継続して除却補助事業を行います。 

 

２ 環境衛生の充実（ごみ・し尿処理・墓地） 

 分別収集を行うことにより、ごみのリサイクルが推進され排出量の減量が図られていま

す。このほかにも、資源の活用や更なるごみの減量に努めながら、環境にやさしい町づく

りに取り組んでいきます。 

 

ごみステーション更新事業 23 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 23 万円）

 

 自治会の維持管理費の軽減やごみステーションの統一を図るために、現在使

用している鉄製のごみステーションを木製のごみステーションに更新します。

 今年度は、１基のごみステーションを更新する予定です。 

 

ごみ処理事業 1 億 136 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 8,210 万円）

 

 

ごみ処理は留萌南部衛生組合において広域で行っており、留萌市では資源化施設、

小平町は生ごみ施設と焼却処理施設、増毛町では一般廃棄物最終処分場が稼働してお

ります。 

新しいゴミの分別が始まって4年が経過し、分別の精度は改善されてきております

が、依然、プラ製容器や紙製容器、雑紙の分別は精度にばらつきが見られます。 

ごみ分別精度が向上すると、処分場の長寿命化が図られ

るとともに、ゴミの減量化、資源化により循環型社会をめ

ざすものでありますので、ご協力をお願い致します。 

また、ごみの広域処理を行う留萌南部衛生組合に運営経

費を負担します。 
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コンポストあっせん事業 29 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 29 万円）

 
生ごみの減量化を図るため、コンポスト（堆肥化容器190㍑）をあっせんし

ます。 

 ＜財源内訳＞ 

  設置者負担金 16 万円  

  増毛町の負担額 13 万円  

 

し尿処理 2,446 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 2,323 万円）

 

し尿は留萌南部衛生組合において広域で行っており、留萌市にある衛生セン

ターに運搬し処理を行います。町では、留萌南部衛生組合に対し衛生センター

の運営に係る経費や施設改修経費および使用料を負担します。 

  ・衛生組合負担金 1,786 万円  

  ・衛生センター使用料 660 万円  

 

合併処理浄化槽設置整備事業 203 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 203 万円）

 
増毛町の下水道管きょ布設済区域以外の地区で合併処理浄化槽を設置する

方に、設置整備費の補助を行います。（平成２９年度は５基分） 

 ＜財源内訳＞ 

  国からの補助金 68 万円  

  増毛町の負担額 135 万円  

 

火葬場の維持管理 305 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 496 万円）

 
火葬場「ましけ葬苑」については、施設の老朽化に伴い改修を行い環境美化

に努めるとともに、各設備点検を実施し適正な維持管理に務めます。 

 ＜財源内訳＞ 

  利用者負担金 50 万円  

  増毛町の負担額 255 万円  

  



 

38 

第４章 快適で安心安全な暮らしを支えるまちづくり 

３ 上下水道の整備 

町では、町民の皆様に清潔で安全な水道水をお届けするため、水源の確保に努め、水質

の向上と施設の整備を進めております。また、生活衛生環境の向上のため、下水道事業及

び施設整備を進めております。 

 

上水道量水器取替工事 1,074 万円  

（担当：上下水道課上水道係） （平成 28 年度予算 1,276 万円）

 

町内の住宅等に設置している水道メーターは、計量法により８年を経過した

ものは、取替が必要となります。本年度取替については、平成２１年に設置し

たものを対象に取替工事を実施します。 

交換数量：293個 

 

簡易水道量水器取替工事 397 万円  

（担当：上下水道課上水道係） （平成 28 年度予算 33 万円）

 

 雄冬、別苅、阿分の簡易水道地域の住宅等に設置している水道メーターは、

計量法により８年を経過したものは取替が必要となります。本年度取替につい

ては平成２１年に設置したものを対象に取替工事を実施します。 

 交換数量：109個 

 

浄水場表洗管取替工事 230 万円  

（担当：上下水道課上水道係） （新規事業）

 
この設備は、ろ過池を洗浄するために送水する管で、経年劣化により鉄管に

多数の腐食が有り、水漏れが発生する現状にあるため取替工事を実施します。

 

浄水場外構フェンス取替工事 307 万円  

（担当：上下水道課上水道係） （新規事業）

 

 このフェンスは浄水場敷地内への侵入防止柵として設置され、一部の支柱や

網が腐食により破損しているため、平成29・30年度の２ヵ年にて部分取替を

実施します。 
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公共下水道事業 1億1,861万円  

（担当：上下水道課下水道係） （平成 28 年度予算 3,985 万円）

 

公共下水道については、生活環境の向上や衛生環境の保持及び公共用水域の

水質保全を目的として下水道事業を推進し、平成１１年度から供用開始してい

ます。 

管きょ整備については、平成２４年度より一時休止しておりますが、整備率

は９３％と認可区域となっている市街地の大部分が下水道への接続が可能と

なっています。 

また、下水処理場及びポンプ場が稼働開始から１７年が経過しているため、

設備の経年劣化や損傷等が課題となってきています。 

本年度は、平成26年度に策定した長寿命化計画に基づき、電機・機械の更

新工事を行い、延命化を図りつつ、施設を適切に管理しながら持続可能な下水

道事業を目指します。 

主な事業内容と事業費は以下のとおりです。 

 施設維持管理 2,761 万円  

  

 下水道施設は、私たちの日常生活や河川など公共水域の水質保全に欠かせ

ない施設です。快適な生活環境を提供するため、安全で効率的な施設管理を

行います。 

 管渠内調査業務委託 100 万円  

  
 侵入水等による道路陥没事故等を未然に防止するとともに、管渠内の清掃

を行い、適正な維持管理を図ります。 

 ＜財源内訳＞  

  使用料 1,847 万円   

  手数料 3 万円   

  増毛町の負担額 1,011 万円   
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公共下水道事業   

（担当：上下水道課下水道係） 

 下水道管理センター中央監視装置外更新工事 8,000 万円  

 下水道管理センター中央監視装置外更新工事監理委託 300 万円  

 下水道管理センター外長寿命化更新事業価格調査委託 100 万円  

 公共下水道事業計画変更業務委託 600 万円  

  
 長寿命化関連事業では、老朽化が進んでいる管理センター等の更新工事、

工事監理、価格調査と下水道法の一部改正による事業計画の変更を行います。

 ＜財源内訳＞  

  国からの補助金 4,900 万円   

  増毛町の負担額 4,100 万円   

  （うち借金[起債] 4,100 万円）   
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４ 快適な環境づくりの推進（公園・緑地・公営住宅） 

 本町には、身近な憩いの場として、暑寒公園・岩石公園などがありますが、施設の充実

とともに、効率的な維持管理体制を図ります。 

 また、公営住宅については、老朽化等を対処するため施設設備の改修に取り組み、適切

な維持管理に努めていきます。 

 

増毛町住宅リフォーム補助金    720 万円  

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 660 万円）  

 
H28年度より3年間の時限措置として住宅のリフォーム等に補助を行い

ます。 
 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 720 万円  

  （うち借金[起債] 540 万円）  

 

民間集合住宅建設促進事業 2,200 万円  

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 1,000 万円）  

 民間集合住宅建設の補助を行います。  

   

 

新築住宅建設支援補助 360 万円  

（担当：建設課建築係） （新規事業）  

 町内に土地を購入し住宅を新築した者に､土地購入費の補助を行います。  

   

 

アップル団地の外壁修繕 43 万円

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 73 万円）

 

アップル団地の外壁ブロック劣化部分を計画

的に修繕し、H29年度はH4年棟の改修を行いま

す。 
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アップル団地 S63 年棟物置建具修繕 58 万円  

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 58 万円）  

 
アップル団地の物置建具を計画的に修繕し、H29年度はS63年棟の改修を

行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南暑寒 2 丁目団地建替事業（調査・設計） 2,516 万円  

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 1,470 万円）  

  南暑寒2丁目団地の建替を行うための地盤調査、実施設計を行います。  

 ＜財源内訳＞  

  国からの交付金 1,132 万円   

  増毛町の負担額 1,384 万円   

  （うち公共施設整備等基金 1,384 万円）   

 （建替後は現在南暑寒 2 丁目団地に入居されている方が入居します。） 

 

かもめ団地 避難器具修繕 78 万円  

（担当：建設課建築係） （平成 28 年度予算 78 万円）  

 
かもめ団地の避難器具を計画的に修繕し、H29年度はB棟の改修を行い

ます。 
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５ 消防・防災体制の充実 

町民の生命財産を守り、安全な生活を確保するため、防災機能と消防・救急体制の強化

を図るとともに、消防施設の整備を進めます。 

 

役場庁舎耐震診断事業 713 万円  

（担当：総務課庶務係） （新規事業）

 

役場庁舎の耐震診断を実施し、役場庁舎がどの程度の地震に耐えることがで

きるのか診断します。 

診断の結果により、今後の補修計画等について検討していく予定です。 

 

ハザードマップ作成業務 447 万円  

（担当：総務課庶務係） （新規事業）

 
日本海津波浸水予測図の見直しに伴い、増毛町のハザードマップや防災のし

おりを新たに作成します。 

 

増毛町地域防災計画変更業務 400 万円  

（担当：総務課庶務係） （新規事業）

 
現在の増毛町地域防災計画は、国や道の防災計画やガイドラインと相違があ

るため大幅な変更を行います。 

 

防災行政無線システムの充実 297 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 326 万円）

 

地震や津波、大雨による土砂崩れなどの災害に備え、平成９年度に防災無線

システムを導入し、災害時における情報が早く正確に町内全域へ伝達可能とな

りました。また、平常時には町政全般にわたる広報活動にも広く活用されてお

ります。 

さらに、津波や地震など対処に時間的余裕のない事態が発生した場合に、通

信衛星を用いて国（消防庁）から直接に情報を送信し、町の防災行政無線を自

動起動して、住民に緊急情報を瞬時に伝達することができる全国瞬時警報シス

テムを平成２２年度に導入しております。これらの無線システムが正常に作動

するよう整備・保守点検を行います。 
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災害用備蓄 

（担当：総務課庶務係） 

 

災害時に対応するため、難燃毛布３００枚、ビニールシート１８０枚、大型

土のう袋１００枚を備蓄しています。 

また、非常時に避難する住民のために長期保存可能な食料と飲料水の備蓄を

平成２３年度から始めました。現在は、食料２,９００個と飲料水３,０００本

を備蓄しており、平成２９年度は、さらに食料６００個と飲料水６００本を追

加し、資材なども備蓄する予定です。 

 

消防費 6,524 万円  

（担当：消防本部） （平成28年度予算 2,762万円）

 

消防車両の出動時の安全を図るために、消防庁舎前舗装の改修工事を行いま

す。 

消防職員を消防学校に派遣し、専門的な知識と技術を身につけ消防業務に努

めます。 

救急体制では、病院前救護の強化充実を図る為、高規格救急車を更新、さら

に救急救命士が消防学校や病院での研修を行い、より専門的な処置の習得と、

技術や観察眼の向上を図り、救急体制の更なる充実を目指します。 

さらに、救急車が到着する前の手当が大切なことから、小・中学生に応急手

当講習を行います。 

また、火災等の災害時の指揮活動、防災活動や人員等の輸送など、使用が多

岐に渡っていた指揮車の更新も行います。 

 ＜財源内訳＞ 

  その他 24 万円   

  増毛町の負担額 6,500 万円   

  （うち借金[起債] 3,440 万円）   

  （うち頑張れ増毛応援基金 320 万円）   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  



 

45 

第４章 快適で安心安全な暮らしを支えるまちづくり 

６ 交通安全・地域安全活動の充実 

 車両の大型化、高速化を始め、交通モラルの低下などによる交通事故も多発しており、

大きな社会問題となっております。今まで以上に町民の交通安全に対する意識を高めると

ともに、犯罪の未然防止に努め、生活の安全を確保していきます。 

 

街路灯維持管理事業 123 万円  

（担当：建設課管理係） （平成28年度予算 128万円）

 防犯及び交通安全のために街路灯の整備など、維持管理を行います。 

  

 

交通安全推進委員会の活動 28 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 28 万円）

 

交通安全運動の推進のため、交通安全推進委員会が中心となり、４期４０日間

の交通安全運動や各種啓発に取り組んでおります。 

 昨年 9 月に、町内での交通事故死ゼロ継続 1,500 日を達成し、来年 2 月には、

2,000 日を達成する見込みです。 

悲惨な事故が起きないよう、今後も関係機

関と連携を図りながら幼児・児童への交通安

全教室や高齢者への啓発活動を推進してい

きます。 

町では、交通安全の推進のため、交通安全

推進委員会に事業費補助金を交付します。 

 

 

交通安全協会の活動 23 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 23 万円）

 

交通安全運動を実践するため、交通安全協会では、「スピードダウン」などの

各種注意看板や見通しの悪い交差点にカーブミラーや注意標識を設置したり、高

齢者や新入学児童（園児）へ反射材等啓発物品の配布、さくらんぼやりんご、梨

などの町特産品を活用した交通安全キャン

ペーンを実施し効果的な活動を展開してお

ります。 

町では、交通安全協会に事業費補助金を

交付します。 
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交通指導員の活動 133 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 139 万円）

 

町では交通安全運動の街頭指導にあたる交通指導員を委嘱しております。 

現在１６名が在籍しており、春夏秋冬４期４０日間の交通安全街頭指導、保

育所・幼稚園・小学校の交通安全教室や各種行事における街頭指導を行ってお

ります。 

また、交通指導員に係る活動経費の負担や交通指導員会に対して事業費補助

金を交付します。 

 ＜財源内訳＞ 

  その他 2 万円  

  増毛町の負担額 131 万円  

 

防犯協会の活動 14 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 14 万円）

 

地域安全運動を推進するため、防犯協会が中心となり、春秋の地域安全運動

や各種啓発活動に取り組んでおります。町では自治会長等からの推薦により防

犯推進委員を防犯協会長との連名で委嘱しております。 

現在、３７名（内４名女性）の推進委員が在籍し、毎月第２・第４土曜日の

夜のパトロールや春と秋には自動車及び住宅診断を行っております。 

また、近年全国的に特殊詐欺の被害が多いた

め、高齢者の集まる場所での啓発活動も行って

おります。平成27年度から女性推進委員を委嘱

し、日中における防犯活動や啓発活動を推進し

ます。町では、防犯協会に事業費補助金を交付

します。 

 

  

 

高齢者運転免許証自主返納支援事業 50 万円  

（担当：町民課町民環境係） （新規事業）

 

運転に不安のある高齢者の運転免許の自主返納を促進し、高齢者による交通

事故の減少を図るため、増毛町が運転免許証を自主返納した方に対し、公共交

通機関（沿岸バス及び明日萌ハイヤー）を利用する場合の交通費（5万円相当）

を助成します。 

  増毛町の負担額 50 万円   

  （うち頑張れ増毛応援基金 40 万円）   
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７ 移住・定住の推進 

 本町では、恵まれた自然と住環境を活かした移住・定住のＰＲを進め、交流人口の拡大

と新たなまちづくりの人材の確保に努めていきます。 

 また、短期間の生活体験が出来る移住体験の取り組みを進めていき、移住定住人口の増

加を図ります。 

 

移住促進事業 26 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 84 万円）

 

 

北海道もしくは増毛町への移住を検

討している方を対象に増毛町での生活

を体験できる「お試し住宅」を実施し

ます。 

また、ホームページなどによる情報

発信も行いながら、増毛町をＰＲして

いきます。 

 

  

 

地域おこし協力隊事業 580 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平静 28 年度予算 581 万円）

 
都市地域から増毛町へ住民票を写し、地域おこし協力隊として様々な活動を

行いながら、任期後の定住を目指します。 

    

 



第５章 活き活きと学び心豊かな人と文化を育むまちづくり 

 １ 幼児教育の充実 

 ２ 学校教育の充実 

 ３ 生涯学習の推進 

 ４ 生涯スポーツの推進 

 ５ 郷土文化の振興 
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１ 幼児教育の充実 

 幼児期は、人間形成の基礎を培う重要な時期であります。そのため、幼稚園の施設の維

持管理に努め、快適な生活、教育環境を目指します。 

 

幼稚園保育料の軽減   

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） 

 
国の制度（子ども子育て支援新制度）を考慮した上で、町独自の保育料制度

とします。（第2子以降の保育料軽減） 

 

幼稚園施設整備事業 45 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 43 万円）

 
園児の快適な教育環境の向上を図ります。 

 ・施設や備品等の修繕 45万円  

 

父母負担の軽減対策 11 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 11 万円）

 
幼稚園行事（お誕生会や各集会など）に対する食材などへの負担を図り、父

母の軽減を図ります。 

 

２ 学校教育の充実 

 これからの学校教育は、社会の変化に主体的に対応して、子ども一人ひとりの個性を伸

ばし、心豊かで、たくましく生きる力を育成することを求められており、快適な学習環境

を整備していきます。 

 

小中学校環境整備事業 2,652 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 1,223 万円）

 快適な教育環境を目指し、児童生徒の学習環境を整備します。 

  
・学校管理用備品や教材備品の充実 118 万円  

・各小中学校校舎の小規模修繕費 262 万円  

  ・増毛小・増毛中 ICT 環境整備 81 万円 ※端数調整

  ・増毛小体育館遠赤外線暖房取替工事 1,957 万円  

  ・増毛中給湯配管工事 174 万円  

  ・増毛中グラウンド整地 60 万円  
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就学援助事業 192 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 182 万円）

 
 教育の機会均等などを図るため、就学援助を必要とする児童生徒の保護者に

対し、学用品や給食費などを援助します。 

 ＜財源内訳＞ 

  国の負担額 13 万円 ※端数調整 

  増毛町の負担額 179 万円  

 

小中学校における各支援員配置事業 1,016 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成28年度予算 850万円）

 
 児童生徒の学習支援や学校生活支援をおこなうため、学習支援員・特別支援

教育支援員・学校教育活動支援員を配置しています。 

 

スクールバス等運行事業 2,694 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成28年度予算 2,713万円）

 
 遠距離を通学する児童・生徒の交通手段の確保や各種行事の人員輸送などの

ため、民間委託によりスクールバスを運行しています。 

 

父母負担の軽減対策 916 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 481 万円）

 義務教育費の父母負担の増加に対処するため、父母の軽減を図ります。 

  

・スポーツ振興センター共済掛け金の負担 28 万円  

・クラブ活動の助成 14 万円 ※端数調整

・スキー授業リフト券の助成 67 万円  

・総合的な学習教材費の助成 11 万円  

  ・中体連参加費の助成 165 万円  

  ・消耗教材品の助成 82 万円  

  ・学校給食費の助成 480 万円  

  ・小学校新入学児童へランドセルの贈呈 17 万円  

  ・中学校新入学生徒へカバン・ジャージの贈呈 52 万円  

 

特別支援教育就学奨励事業 62 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 97 万円）

 
 特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し、学用品費や給食費などの

援助をします。 

 ＜財源内訳＞ 

  国の負担額 31 万円  

  増毛町の負担額 31 万円  
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外国語指導助手配置事業 481 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成28年度予算 481万円）

 外国語指導助手を配置し、小中学校の外国語授業の充実を図ります。 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 481 万円 （うち借金［起債］ 360 万円） 

 

高校通学費等補助事業 911 万円  

（担当：教育委員会総務学校課学校教育係） （平成 28 年度予算 858 万円）

 留萌市の高校に通学する高校生世帯に通学費等の半額を補助します。 

    

 

３ 生涯学習の推進 

 生涯を通じて、健康で生き甲斐のある人生を築くために、生涯教育の果たすべき役割が

重要になっておりますので、生涯学習社会の実現に向けて環境づくりに努めてまいります。 

 

町民スクール運営事業（町補助金） 100 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成28年度予算 75万円）  

 

町民スクール運営委員会に補助金を交

付し、講演会などを開催します。 

 

 

 

 

 

中学生の国内研修 160 万円  

（担当：教育委員会地域学習課社会教育係） （平成 28 年度予算 160 万円）

 

中学１、２年生を対象に、自らの学習

意欲に基づいて計画した地域で、歴史や

文化の見聞や体験活動を行います。 

 

 ＜財源内訳＞ 

  参加者負担金 30 万円  

  増毛町の負担額 130 万円  
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ましけキッズ体験隊 2017 44 万円  

（担当：教育委員会地域学習課社会教育係） （平成 28 年度予算 69 万円）

 

小学１、２年生と保護者を対象とした「ラーバクラス」、小学３、４年生を対

象とした「ピューパクラス」及び、小学５、６年生を対象とした「ジュニアリー

ダークラス」の３つに分けて、様々な自然 

 

や文化の体験をとおして団体活動を行い、

社会性を身に付けることを目的に一年間事

業を実施します。 

 

 

 

 

増毛町成人式 6 万円  

（担当：教育委員会地域学習課社会教育係） （平成 28 年度予算 6 万円）  

  実行委員会に委託し、成人式の式典と祝賀会を行います。  

 

 

 

 

さくらコミュニティ学級 18 万円  

（担当：教育委員会地域学習課社会教育係） （平成 28 年度予算 18 万円）

 女性の学習活動を支援するため、月１回程度の実技や講話などを行います。 

 

暑寒大学 26 万円  

（担当：教育委員会地域学習課社会教育係） （平成 28 年度予算 26 万円）

 
 高齢者の学習活動を支援するため、月１～２回程度の実技や講話、体験活動

を行います。 
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４ 生涯スポーツの推進 

 高齢化の進行や余暇時間の増大に伴って、老若男女を問わず、スポーツに対する関心が

高まっております。指導者の育成や各種スポーツ施設の充実に努めてまいります。 

 

ましけラン 2017 21 万円  

（担当：教育委員会地域学習課スポーツ係） （平成 28 年度予算 16 万円）

 

 

 町民のだれもが気軽に参加できるマラ

ソン大会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

第 7 回健康づくりウォークラリー 3 万円  

（担当：教育委員会地域学習課スポーツ係） （平成 28 年度予算 3 万円）

 
 町内をオリエンテーリングし、ゴールでは参加者が全員で食事をすること

で、ウォーキングを通じて幅広い世代の交流を図ります。 

 

第 2 回ティーボール講習会 1 万円  

（担当：教育委員会地域学習課スポーツ係） （平成 28 年度予算 6 万円）

 
 幅広い世代へスポーツの楽しさを伝えるため、ニュースポーツ、ティーボー

ルの講習会を行います。 

 

各種スポーツ交流委託事業 59 万円  

（担当：教育委員会地域学習課スポーツ係） （平成 28 年度予算 46 万円）

  町内スポーツ団体に広域のスポーツ大会運営業務を委託します。 

 

・リトルカップサッカー大会 

・フレンドリーカップ少年野球大会 

・サーモン杯ミニバレーボール大会 

 

 

屋内グランド駐車場工事 343 万円  

（担当：教育委員会地域学習課スポーツ係） （平成 28 年度予算 553 万円）

 
 屋内グランドの利便性を向上させるため、駐車場の環境整備の工事を行いま

す。 
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５ 郷土文化の振興 

 物質的な豊かさが満たされる一方で、「こころ」の豊かさを求める意識が高まっておりま

す。優れた芸術・文化に触れる機会の拡充や情報の提供など、町民の文化意識の高揚に努

め、各種団体の育成及び活動の支援を行ってまいります。 

 

芸術鑑賞会 44 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 44 万円）

 

 子ども達の豊かな感性や個性を育むた

め、中学生を対象として舞台芸術の公演を

行います。 

 

 

 

読書感想文コンクール 13 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 14 万円）

  増毛町図書館協議会と共催して読書感想文を募集し、文集を制作します。 

 

総合交流促進施設「元陣屋」事業 73 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 75 万円）

 
 郷土資料館や図書室のほか、ギャラリーでは各種展示会を開催するなど有効

利用を図ります。 

 

旧商家丸一本間家事業 22 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 28 万円）

 
 重要文化財「旧商家丸一本間家」を一般公開して文化財の保存・公開活用を

図ります。 
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増毛町地域の文化創造推進事業 70 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 75 万円）

 

 5月から8月まで、怪談や民話の語りなどの事業を「旧商家丸一本間家」で

行います。 

 また、4月から読み聞かせや紙芝居などの事業を「元陣屋」で行います。 

＜開催内容＞ 

 ①本間家ミニコンサート  

 ②本間家のミニ縁日  

 ③本間家で怪談話2017  

 ④元陣屋映画祭  

 ⑤元陣屋祭り  

 

増毛の民話伝承事業 1 万円  

（担当：教育委員会地域学習課文化振興係） （平成 28 年度予算 1 万円）

 

 増毛に古くから伝わる民話を後世へ伝えて行くため、影絵紙芝居の活用や増

毛の民話伝承会の活動を支援していきます。 

 

 



第６章 町民と共につくる未来へのまちづくり 

 １ 協働のまちづくりと情報共有の推進 

 ２ 住民コミュニティの充実 

 ３ 交流活動の充実 

 ４ 時代に即した行政経営 

 ５ 健全で効率的な財政運営 
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１ 協働のまちづくりと情報共有の推進 

 町民主体のまちづくりをめざし、町民と行政の情報共有を基本姿勢として、毎月発行の

町広報や予算概要説明書、議会だよりにつきましても一層の内容充実を図ります。また、

町ホームページの充実に努め、町の様々な情報の発信を進めていきます。 

 

広報誌の発行 197 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 196 万円）

 

 広報「ましけ」は、町民のみなさまに身近でわかりやすい行政情報を提供す

ることを目的に、毎月発行しております。広報に対する意見を取り入れ充実し

た紙面づくりに取り組んでいきます。 

 また、町民自ら増毛町の魅力を発掘するという目的で、今年も引き続き、フ

ォトコンテストを行い、優秀作品に対して記念品を授与します。 

 ＜財源内訳＞ 

  広報広告掲載料 3 万円  

  増毛町の負担額 194 万円  

 

予算概要書の発行   

（担当：企画財政課企画係） 

 

 町予算の内容や使いみちをわかりやすく説明した「予算説明概要書（よくわ

かることしの仕事）」を作成し、ホームページへ掲載します。なお、資料編で

は給与（一般行政職）を管内市町村と比較したり、補助金や交付金の支出先や

金額についてお知らせしています。 

 

予算概要版の発行 8 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 9 万円）

 
 平成29年度の予算概要と財政状況の概要をお知らせする「ましけの家計簿」

を発行します。 

 

町勢要覧の発行 4 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 5 万円）

 
 人口の推移を始め、産業の現況や各種統計データなどを掲載した町勢要覧資

料編を作成します。 
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ホームページの公開 

（担当：総務課情報管理係） 

 

 町ではホームページを開設し、まちの歴史や観光・イベント情報、移住促進

に関する情報などを町内はもとより日本国内や世界に向け情報を発信してお

ります。 

 

議会だよりの発行 117 万円  

（担当：議会事務局） （平成 28 年度予算 117 万円）

  「議会だより」を定例会ごとに年４回発行し、町内全戸に配布します。 

 

「マーシーくん」の商標管理   

（担当：企画財政課企画係） 

 

 増毛町のマスコットキャラクター「マーシーくん」の第三者に

よる無断使用・悪用の抑止と知的財産権の確保のため、商標使用

の管理を行います。 

 

 

２ 住民コミュニティの充実 

 生活様式の都市化と価値観の変化、多様化が進む中で、地域における共同体意識や連帯

感が希薄化しつつありますので、自治会の自発的・自主的な活動を一層支援・助長するほ

か、自治会館などの現状を把握し、補修整備を促進いたします。 

 

連合自治会、自治会活動の推進 382 万円  

（担当：町民課町民環境係） （平成 28 年度予算 357 万円）

 

住民コミュニティの基本となる自治会活動を推進するために、年２回の自治

会長会議及び連合自治会長会議を開催します。 

また、自治会の要望事項の取りまとめも継続して行います。 

自治会の負担軽減のため、老朽化した自治会館等の修繕や取り壊しの助成の

継続に加え、自治会館等の電気料金の補助を行います。 

 

 

連合自治会・自治会長報償金、会議出席謝金等 

自治会活動共済加入負担金等 

会館等維持管理費 

265 万円 

 15 万円 

102 万円 

 ＜財源内訳＞ 

  増毛町の負担額 375 万円  

  自治会負担金 7 万円  
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３ 交流活動の充実 

 各分野で活躍する増毛町出身者とのネットワークの構築を図り、本町における行政活動

や町民活動の活性化と交流を推進するほか、地域づくりにつながる国際視野を持つ人づく

りを推進していきます。 

 

結婚支援事業 100 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 50 万円）

  町内で婚活事業を開催し，町内在住独身者の結婚に向けて支援をします。 

 

同窓会補助事業 61 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 45 万円）

 
 町内で開催し、町外在住者が一定数以上参加する同窓会に商工会商品券を

補助することにより、町内の消費活動を促します。 

 

４ 時代に即した行政経営 

激しく変動する社会情勢や価値観の多様化に伴い、行政に対する町民ニーズは複雑多岐

にわたっておりますので、新しい時代に対応出来る行政システムの確立・職員の資質向上

などに努めてまいります。 

 

職員研修の拡充 106 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成28年度予算 109万円）

 

 地方分権時代を迎え、地方の自主・自立がこれまで以上に求められており、

自治体自らの責任と判断で、効率的な地域経営を進めなければなりません。自

ら考え、解決する職場風土を確立し、職員の意識改革や資質の向上を図る必要

から、北海道市町村研修センターなどの職種別研修を充実させ、より多くの職

員が受講機会を持てるよう努力していきます。 

 町民の皆さまに信頼される職場づくりのためにも、業務を素早く処理できる

能力を高めるほか、接遇研修やメンタルヘルス研修の充実を図り、健康で明る

い職場づくりを進め、さわやかで丁寧な対応が出来るよう職員研修の充実を図

っていきます。 
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各種統計調査 20 万円  

（担当：企画財政課企画係） （平成 28 年度予算 36 万円）

 

 国勢調査をはじめとする各種統計調査は、国、道、自治体が政策をつくると

きの基礎数値となる重要なものです。 

 正確な数値が求められますので、調査の際はご面倒でもみなさんのご協力を

お願いします。 

 ＜財源内訳＞ 

  道からの委託金 19 万円  

  増毛町の負担額 1 万円  

 

５ 健全で効率的な財政運営 

 経済・社会情勢が不透明な中で、地域及び住民ニーズが複雑・多様化していることから、

適切・効率的な財政運営と財源の確保が求められております。行財政改革をより一層推進

するとともに、積極的に自主財源の確保に努めます。 

 

行政改革の推進 

（担当：企画財政課企画係） 

 
行財政の効率化や簡素化について検討を進め、事業の緊急性や効果などを十

分考慮しながら事業に取り組み、自主自立のまちづくりを目指します。 

 

町職員の給与 10 億 8,529 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 11 億 1,379 万円）

 
 町長、副町長、教育長の特別職のほか、一般職員の給与や各手当（時間外手

当除く）、共済費にかかる経費です。 

  

  ○特別職給与・手当等 3,061 万円  

  ○特別職共済費 1,286 万円  

  ○職員給与・手当等 7 億 7,732 万円 ※端数調整 

  ○職員共済費 2 億 6,450 万円  
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役場庁舎の維持管理 1,180 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 1,296 万円）

  役場庁舎の電話代や光熱水費、燃料費、庁舎清掃の委託などの費用です。 

 

役場庁舎の共通事務用品費 175 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 168 万円）

  役場で使用するコピー用紙や事務用品などの経費です。 

 

役場庁舎のコピー機などの共通経費 125 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 131 万円）

  役場庁舎内にあるコピー機やファックスなどの使用料や修理代です。 

 

役場庁舎の共通郵便料 459 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 382 万円）

  役場から発送する郵便や宅急便などの料金です。 

 

町交際費 200 万円  

（担当：総務課庶務係） （平成 28 年度予算 200 万円）

 

 これまでに増毛町に貢献した方々への香典や行政を進める上で必要と認め

られる会議などに参加する時の負担金などに使われる経費です。社会通念上、

妥当な範囲内で支出するようにしています。 
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税について 

（担当：税務課税務係・納税係） 

 

 私たちの生活に欠かすことのできない「公的サービス」を行うために必要な

費用を「税金」という形で負担いただくものです。 

① 町・道民税(住民税) 

  基準日(１月１日)に増毛町に住所のある個人、及び増毛町内に事務所や事

業所がある法人等が納める税金です。 

② 固定資産税 

  基準日(１月１日)に増毛町に所在する固定資産（土地、家屋、償却資産）

を所有している方が納める税金です。 

③ 軽自動車税 

  基準日(４月１日)に軽自動車、原動機付自転車や小型特殊自動車等を所有

している方が納める税金です。 

 ④国民健康保険税 

  国民健康保険に加入している方(世帯主)が納める税金です。 

 ⑤その他 

  市町村たばこ税等があります。 

≪今年度の取り組み≫ 

① 適正な課税 

  住民税や国民健康保険税の基礎となる所得の正確な把握に引き続き努め

ます。申告受付も申告支援システムによりスムーズで一体的に行えます。

また固定資産の現況確認をこれまでに引き続き適宜行います。 

② 電子申告の促進 

  地方税ポータルシステム(ｅＬ－ＴＡＸ)により、個人住民税(特別徴収)、

法人町民税及び固定資産税(償却資産)の電子申告・電子申請(届出)ができ、

簡単で便利なため利用者が増えていますが、さらに促進に努めます。 

③ 滞納整理の強化 

  納期を守らない滞納者は留萌振興局や札幌道税事務所等と連携し、共同で

滞納処分を実施します。財産差押えを行い、動産や不動産の場合はインタ

ーネット公売（官公庁オークション）により売却し滞納税に充てることも

あります。また、納税機会の拡大に努めます。 

④ 租税教室の講師派遣 

  小・中学生を対象とした租税教室の講師として職員を派遣し、税に関する

知識を深め、納税の大切さを理解してもらいます。 

  

 



平成２８年度分 繰越明許費に係る事業 

 ①  増毛駅再生拠点整備事業 

 
②  農業基盤整備事業 

 ③  個人番号カード交付事業 

 ④  臨時福祉給付金 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

繰越－1 

平成２８年度分 繰越明許費に係る事業 

◎繰越明許費とは 
通常、毎会計年度の歳出予算は、その年度内に使用することが原則となっています。 

(会計年度独立の原則) 

ですが、この原則をそのまま貫くとかえって実情にそぐわず，予算使用が不経済，非効

率的になる場合があります。そのような場合に限って、あらかじめ議会の議決を経ること

で、例外的に歳出予算の繰り越しを行い，翌年度の予算として使用することができます。 

このような経費を繰越明許費といいます。 

増毛町では、次の事業を平成２８年度の予算として計上しましたが、平成２８年度内で

の実施が困難だったため、平成２９年度に繰り越して実施することになっています。 

◎ 地方創生拠点整備交付金事業 

増毛駅再生拠点整備事業 8,835 万円  

（担当：町民課・商工観光課・企画財政課）  

 

 JR 留萌線増毛～留萌間の廃線により、地域交通としての役割を終えた増毛

駅舎と鉄道敷地を整備し、交流拠点、観光拠点、増毛ブランドの発信基地とし

ての新しい役割を与え、再生します。 

 また、駅や駅前周辺の増毛の可能性を探るための各種調査事業を実施しま

す。 

 ＜財源内訳＞ 

  国からの交付金 4,418 万円

  増毛町の負担額 4,417 万円 ※端数調整 

  （うち借金［起債］ 3,610 万円）  

◎ 農業の振興 

農業基盤整備事業 7,500 万円  

（担当：農林水産課 農業基盤整備室

農業基盤整備係） 

  農業基盤整備事業を施工するため、信砂地区の実施設計を行います。 

 ＜財源内訳＞  

  国・道の負担額 6,853 万円  

  受益者負担額 188 万円  

  増毛町の負担額 459 万円  

  （うち借金［起債］ 370 万円）  

  



 

繰越－2 

平成２８年度分 繰越明許費に係る事業 

◎ 情報・通信体系の整備 

個人番号カード交付事業 38 万円  

（担当：町民課戸籍係）  

 

 個人番号カードの発行状況が想定していたほど伸びていない状況を鑑みて、

国（総務省）では、既に交付額が決定している平成２８年度の当該事業の補助

金を、平成２９年度に繰り越すことを想定しているため、増毛町においても平

成２９年度に繰り越し、事業を実施します。 

 ＜財源内訳＞ 
 

  国からの補助金 38 万円

 

◎ 社会保障の充実 

臨時福祉給付金 2,312 万円  

（担当：福祉厚生課民生係）  

 

 平成２６年４月に実施した消費税率の引上げに伴う、所得の少ない方への影

響を緩和するため、暫定的・臨時的な措置として実施します。 

対象期間は、平成２９年４月～平成３１年９月までの２年６ヶ月分、一人に

つき 1 万 5 千円を支給します。 

 ＜財源内訳＞ 
 

  国からの補助金 2,312 万円

 



資料編 

Q1 町の『予算』は増えているの？減っているの？ 

Q2 平成２９年当初予算の『収入内訳』はどうなっているの？ 

Q3 平成２９年当初予算の『町税』の収入と内訳は？ 

Q4 ほかの市町村と比較して『税収』は多いの？少ないの？ 

Q5 平成２９年当初予算の『予算の配分』はどうなっているの？ 

Q6 一般会計から特別会計への『繰出金』はどれくらいなの？ 

Q7 

 

町の『補助金』や『助成金』、『交付金』は、どういうところに使わ

れているの？ 

Q8 どのような事業や団体に『負担金』を使っているの？ 

Q9 施設の『維持管理運営経費』ってどのくらいかかっているの？ 

Q10 特別職や一般職員の『給与』をほかの市町村とくらべると？ 

Q11 『給与の状況』（ﾗｽﾊﾟｲﾚｽ指数）ってどれくらいの数値なの？ 

Q12 『経常収支比率』ってなに？ 

Q13 『健全化判断比率』ってなに？  

Q14 町の『借金』と『貯金』はどれくらいあるの？ 

Q15 ふるさと納税ってなに？ 

※参考 平成２９年４年１日 機構図 

 

 



資－1 

Ｑ １ 町の『予算』は増えているの？減っているの？ 

 

 予算の種類は、「一般会計」「特別会計」「企業会計」と大きく３つに分けられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成２９年度の当初予算額は、一般会計が４５億２,４００万円、特別会計が２２億６,２３０万

円、企業会計が５億２,３６７万円となります。 

 一般会計と特別会計・企業会計を合計した平成２９年度の当初予算額は、平成２８年度予算と比

較すると０.６％の増加となっております。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○　会計の種類と説明
一 般 会 計  一般的な行政経費
特 別 会 計  国民健康保険  国民健康保険事業に要する経費

 観光施設事業  観光施設の管理運営に要する経費
 診療所事業  市街診療所、雄冬へき地診療所に要する経費
 介護保険  介護サービス、介護保険に要する経費
 公共下水道事業  下水道事業に要する経費
 後期高齢者医療  後期高齢者医療に要する経費

企 業 会 計  水道事業  水道事業に要する経費
 簡易水道事業  簡易水道に要する経費
 砕石事業  砕石事業に要する経費

（平成２９年度予算書）
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資－2 

Ｑ ２ 平成２９年当初予算の『収入内訳』はどうなっているの？ 

 

 平成２９年度の当初予算の収入で１番多いのは、国から交付される「地方交付税」で２４億７,

８６３万円。 

 ついで「その他２」が７億２８２万円、「町債（町の借金）」が３億７,２２０万円、「町税」が３

億６,９００万円、「国庫支出金」が１億 8,６43 万円、「道支出金」が１億６,９３９万円、「その他

１」が１億２,５５０万円、「諸収入」が１億６６４万円、「財産収入」が１,３３９万円の順になっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２９年度予算書・平成２８年度予算書）

　　○　各科目の収入予算額に占める割合は、次のとおりです。

（平成２９年度予算書）

地方交付税

54.8%

国庫支出金

4.1%

道支出金

3.7%

町債

8.2%

その他１

2.8%

町税

8.2%

財産収入

0.3%

諸収入

2.4%
その他２

15.5%

42.3 
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21.9 
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その他２

その他１

諸収入

財産収入

町税

町債

道支出金

国庫支出金

地方交付税

（千万円）

収 入 の 内 訳

その他１の内訳

・地方譲与税

・利子割交付金
・配当割交付金

・株式等譲渡所得割交付金

・地方消費税交付金

・ゴルフ場利用税交付金

・自動車取得税交付金

・地方特例交付金

・交通安全対策特別交付金

その他２の内訳

・分担金及び負担金

・使用料及び手数料

・寄附金

・繰入金

・繰越金

依存財源 73.6%

自主財源 26.4%

平成２９年度
４５億２,４００万円

平成２９年度

平成２８年度

その他１の内訳

・地方譲与税
・利子割交付金

・配当割交付金

・株式等譲渡所得割交付金

・地方消費税交付金

・ゴルフ場利用税交付金

・自動車取得税交付金

・地方特例交付金
・交通安全対策特別交付金

その他２の内訳

・分担金及び負担金

・使用料及び手数料

・寄附金

・繰入金

・繰越金
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Ｑ ３ 平成２９年度の当初予算の『町税』の収入と内訳は？ 

 

 平成２９年度の当初予算の町税の内訳を見てみましょう。 

全体では約３億６,９００万円になります。 

 そのうち… ① 『個人町民税』が１億５,８９５万円 （４３.１％） 

② 『固定資産税』が１億３,７９８万円 （３７.４％） 

③ 『市町村たばこ税』が３,９６３万円 （１０.７％） 

となっています。つづいて『法人町民税』が２,２４９万円、『軽自動車税』が７６５万円、『国有資

産等所在市町村交付金』が２３０万円となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また町税収入の推移を見てみましょう。 

 減少傾向にあった町税収入は、平成１９年度については税源移譲により町民税（町税）が増えた

ため全体として増加していますが、今後の動向については景気の情勢などにより変動していくこと

が考えられます。 
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Ｑ ４ ほかの市町村と比較して『税収』は多いの？少ないの？ 

 

 「歳入」（町の収入）に占める「町税」（町民税・固定資産税・軽自動車税・町たばこ税）の割合

を管内市町村と比較してみましょう。「町税」の割合を比較することで、そのまちが「歳入」（収入）

のうち、どれくらいを地元で確保できるかの目安になります。 

 増毛町は７.２％で留萌管内７町村中２番目となっています。割合を見ると増毛町は「町税」以外

の歳入（収入）に頼っているということがわかります。 

 なお、留萌管内町村の平均は７.４％となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ ５ 平成２９年度の当初予算の『予算の配分』はどうなっているの？ 

 平成２８年度と平成２９年度の一般会計予算を目的別にグラフにしてみました。平成２９年度の

当初予算をみると、「職員給与費」が８億２,５３５万円と最も多く、ついで「民生費」が７億９,

４２０万円、「公債費」が７億３,５２９万円、「総務費」が５億９,７６８万円、「土木費」が４億８,

９９２万円、「衛生費」が３億２,３７９万円の順になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「留萌振興局管内 市町村行財政概要」より）
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○平成２９年度の当初予算配分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ ６ 一般会計から特別会計への『繰出金』はどれくらいなの？ 

「特別会計」の財源不足のために、「一般会計」から『繰出金』として補てんしています。 

○ 各会計の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（平成２９年度予算書）

議会費

1.1%

総務費

13.2%

民生費

17.6%

衛生費

7.2%

労働費

0.2%

農林水産業費

4.5%商工費

3.4%

土木費

10.8%

消防費

1.4%

教育費

5.9%
災害復旧費

0.0%

公債費

16.3%

職員給与費

18.2%

予備費

0.2%

一般会計総額
４５億２,４００万円

人件費

19.5%

扶助費

6.5%

公債費

16.3%

物件費

19.3%維持補修費

3.1%

補助費等

8.2%

その他

16.7%

普通建設事業費

10.4%

災害復旧事業費

0.0%

一般会計総額
４５億２,４００万円

義務的経費
19億1,032万円

（ 42.3% ）

投資的経費

4億7,469万円

（ 10.4% )

その他
21億3,899万円

( 47.3% )

[その他]の内訳
・積立金

・投資及び出資金
・貸付金

・繰出金
・予備費

＜ 性 質 別 ＞

＜ 目 的 別 ＞

 国民健康保険特別会計 5,006 万円 4,772 万円

 観光施設事業特別会計 3,265 万円 2,851 万円

 診療所事業特別会計 7,663 万円 6,343 万円

 介護保険特別会計 1億5,349 万円 1億7,007 万円

 下水道事業特別会計 1億2,117 万円 1億1,817 万円

 後期高齢者医療特別会計 3,401 万円 3,300 万円

 簡易水道会計（補助金） 86 万円 73 万円

（平成２９年度予算書・平成２８年度予算書）

特 別 会 計 名

繰　出　金　額

平成２８年度 平成２９年度
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Ｑ ７ 町の『補助金』や『助成金』、『交付金』はどういうところに使われて 

いるの？ 

 地域の活性化や産業の振興などのため、各種団体などに次のような補助金・助成金・交付金を支

出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：千円）

総務課 建設課

町自衛隊協力会補助金 42 小型船舶航行保全事業補助金 310

庁内食堂運営費補助金 60 自治会街路灯設置費補助金 100

選挙常時啓発事業補助金 42 自治会街灯料補助金 1,380

住宅リフォーム補助金 7,200

町民課 民間賃貸住宅建設補助金 22,000

町防犯協会補助金 142 新築住宅建設支援補助金 3,600

長寿社会活動推進協議会補助金 75

地方バス路線維持費補助金 7,465 福祉厚生課

町交通安全推進委員会補助金 283 町社会福祉協議会補助金 6,498

町交通安全協会補助金 229 町民生委員協議会補助金 119

町交通安全指導員会補助金 687 老人クラブ連合会補助金 575

合併処理浄化槽設置補助金 2,027 多子世帯子育て支援金 950

信砂地区環境保全対策事業補助金 500 乳幼児健診助成金 7

生活館等電気料補助金 276 妊婦健診助成金 87

空き家等除去補助金 7,500 出産準備金 1,500

自治会館改修費等補助金 158

地域交通対策事業助成金 586 教育委員会

高齢者運転免許自主返納支援金 500 町教育振興会補助金 300

子ども医療費助成金 2,400 幼児教育指導者連絡協議会補助金 31

いじめ対策協議会補助金 136

農林水産課 高校通学費等補助金 9,106

農業振興事業補助金 5,357 交通安全対策交付金 38

中山間地域等直接支払交付金 26,680 ICT推進委員会交付金 132

地域再生協議会助成金 901 要準要保護児童就学援助費補助金 767

農業次世代人材投資事業交付金 3,000 特別支援教育児童就学奨励費補助金 313

多面的機能支払交付金 10,064 学校環境整備交付金 70

増毛町スタンプラリー実行委員会補助金 1,500 児童指導活動交付金 30

町肉牛飼育奨励金 400 教員研修交付金 219

通年施工促進費交付金 13,400 要準要保護生徒就学援助費補助金 1,151

民有林育成事業補助金 2,370 特別支援教育生徒就学奨励費補助金 305

森林林業活性化議員連盟補助金 10 中体連参加費補助金 1,650

森林整備地域活動支援交付金 980 生徒指導活動交付金 90

水産業振興事業補助金 7,108 クラブ活動奨励交付金 134

日本水難救済会増毛救難所運営費補助金 518 町ＰＴＡ連合会補助金 54

増毛救難所創立100周年記念事業補助金 300 町地域女性団体連絡会補助金 45

とど被害防止対策事業補助金 500 町青少年健全育成推進協議会補助金 150

漁業資格取得費補助金 500 町子ども会育成員連絡協議会補助金 300

漁港管理事務交付金 42 家庭教育学級事業補助金 50

産業活性化支援事業補助金 2,000 町女性４団体の会補助金 50

新規狩猟免許奨励補助金 100 町文化協会補助金 117

町民スクール運営委員会補助金 1,000

商工観光課 雄冬神楽保存会補助金 63

町商工会補助金 10,725 指定有形文化財運営費補助金 17

水産加工振興事業補助金 1,152 町体育協会補助金 425

地域振興事業補助金 300 町スポーツ少年団本部補助金 280

プレミアム商品券発行事業費補助金 6,500 スキー大会補助金 100

産業活性化支援事業補助金 1,000 学校給食費補助金 4,800

観光協会事業補助金 14,666

増毛ミクニ塾運営事業補助金 700 明和園

陣屋展望台改修費補助金 10,509 ホーム祭実行委員会補助金 100

企画財政課

結婚支援事業補助金 1,000

同窓会支援事業補助金 610
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Ｑ ８ どのような事業や団体に『負担金』を使っているの？ 

 

 町では、法律に基づく事業や町が構成・参加している団体などに次のような負担金を支出してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：千円）

総務課 町民課

留萌町村会負担金 日本広報協会負担金 15

道青少年育成協会負担金 10 留萌地区防犯協会連合会負担金 46

自衛隊協力会留萌地区連合会負担金 45 道町内会連合会共済加入負担金 136

社会保険協会留萌支部負担金 5 道町内会連合会負担金 17

自衛隊協力会道北地区連合会負担金 7 留萌地区沿岸防犯協力会負担金 30

10 道地域活動振興協会負担金 10

交通センター運営委員会負担金 17

12 管内交通安全指導員連絡協議会負担金 5

管内公平委員会負担金 21 5

危険物安全協会負担金 20

北方領土復帰期成同盟負担金 10 留萌地区人権擁護協議会負担金 24

留萌社会保険委員会負担金 4 留萌南部衛生組合負担金

道自治体学会負担金 10 合併処理浄化槽普及促進協議会負担金 13

防災行政無線電波利用負担金 77 国保団体連合会負担金 362

平和首長会議負担金 2 国保保険者ネットワーク負担金 188

全国町村長大会行政視察負担金 126 後期高齢者医療広域連合市町村負担金

北海道電子自治体共同運営協議会負担金 10 留萌地域電算共同化推進協議会負担金 35

留萌地域電算共同化推進協議会負担金 国保事務処理標準システム導入負担金

日本電信電話ユーザ協会負担金 5

電波利用負担金 3 税務課

地方公共団体情報システム機構負担金 45 資産評価システム研究センター負担金 30

中間サーバー利用負担金 軽自動車申告事務処理協議会負担金 26

23 地方税電子化協議会負担金 82

企画財政課 建設課

留萌地域総合開発期成会負担金 98 道災害復旧促進協会負担金 5

過疎地域自立促進連盟負担金 78 北海道道路整備促進協議会負担金 80

山村振興連盟負担金 40 橋りょう点検一括発注業務負担金

国際交流・協力総合センター負担金 20 治水砂防海岸事業促進同盟負担金 28

NPO法人北海道遺産協議会正会員年会費 10 河川環境整備促進協議会負担金 8

北海道移住促進協議会負担金 50 港湾協会負担金 240

増毛港港湾整備事業負担金

日本マリン事業協会負担金 30

上下水道課

下水道協会負担金 48

下水道協会北海道支部負担金 29

日水協会会費負担金 64

日水協北海道支部会費負担金 26

4北海道簡易水道等環境整備協議会負担金

13,104 15,850

1,302

留萌管内町村選挙管理委員会連合会負担金

8,000

50,000

1,275

旭川方面留萌地区安全運転管理者協会負担
金

留萌地区安全運転管理者事業主会負担金

北海道交通安全指導員連絡協議会創立40周
年記念事業負担金

120,759

77,645
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（単位：千円）

商工観光課 農林水産課

8 道農業公社担い手育成会負担金 90

306 道酪農畜産協会負担金 10

留萌管内勤労者共済会負担金 341 6

南留萌地域通年雇用促進協議会負担金 100

中小企業総合支援センター負担金 30 土地改良事業団体連合会負担金 827

社会保険協会留萌支部負担金 3 農業農村整備事業負担金

町山岳遭難防止対策協議会負担金 14 149

8 造林協会負担金 43

道自然公園協会負担金 3 留萌流域林業活性化センター負担金 17

留萌観光連盟負担金 331 森林整備担い手対策推進事業負担金 12

道観光地所在町村協議会負担金 10 鳥獣被害対策実施隊負担金 119

道観光振興機構負担金 130 道海難防止・水難救済センター負担金 170

道自然保護協会負担金 15 道栽培漁業振興公社負担金 32

テレビ共同受信施設組合負担金 5 道さけます増殖事業協会負担金 10

北海道索道協会負担金 156 留萌管内さけます増殖事業協会負担金 100

電波利用負担金 2 海上保安協会留萌支部負担金 13

北海道水産会負担金 50

福祉厚生課 管内密漁防止対策協議会負担金 25

留萌地区保護司会負担金 22 20

旭川保護会負担金 26 管内栽培漁業推進協議会負担金 20

道民生児童委員連盟負担金 115 管内漁業士会負担金 10

道民生児童委員連盟留萌支部負担金 45 増毛古茶内漁場増殖施設整備事業負担金

水産多面的機能発揮対策事業負担金 240

道漁港漁場協会負担金 125

19

21

市町村審査会共同設置負担金 79

留萌南部地域自立支援協議会負担金 34

総合在宅ケア事業団負担金 700

道社会福祉協議会負担金 151

日本スポーツ振興センター負担金 28

在宅当番医制運営事業負担金 156

31

二次救急医療圏市町村負担金

保健活動連絡協議会負担金 5

介護認定審査会共同設置負担金 951

地域健康づくり支援会負担金 2

道北地区老人福祉施設協議会負担金 25

留萌地域電算共同化システム事業負担金 1,821

留萌地区身体障がい者福祉協会負担金

旭川赤十字病院救命救急センター運営事業
負担金

4,849

道北地方山岳遭難防止対策協議会負担金

全国市町村水産業振興対策協議会負担金

13,000

留萌南部地域幼児療育通園センター共同事
務費負担金

8,525

留萌南部地域幼児療育推進協議会負担金

留萌地方技能尊重運動推進協議会負担金

留萌地域人材開発センター運営費負担金

留萌地区家畜畜産物自衛防疫推進協議会負
担金

76,815

北海道治山林道協会留萌地方支部負担金
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（単位：千円）

教育委員会 農業委員会

管内教育委員会教育長部会負担金 10 留萌地方農委連負担金 24

社会保険協会留萌支部負担金 5 95

管内教育委員会協議会負担金 669

留萌地方教育支援委員会負担金 25

教職員総合精密検査負担金 120 診療所

9 医師会負担金 247

全国自治体病院協議会負担金 26

留萌地方特別支援教育研究連盟負担金 14 労災指定病院協会負担金 6

学校図書館協議会負担金 130 看護協会負担金 17

学校給食研究協議会負担金 9 学会等出席負担金 9

日本スポーツ振興センター掛金 287

中学校体育連盟負担金 175

テレビ共同受信施設組合負担金 4 明和園

3 社会保険協会留萌支部負担金 8

道社会福祉協議会負担金 82

全道国公立幼稚園教育研究会負担金 23 道北地区老人福祉施設協議会負担金 28

管内幼稚園教育研究会負担金 12

全道国公立幼稚園園長会負担金 18

留萌地方社会教育委員連絡協議会負担金 4 企業課

留萌管内社会教育主事等協議会負担金 3 砕石協会費負担金 350

留萌地域エンパワーメント協議会負担金 13

管内スポーツ推進委員連絡協議会負担金 45

道体育施設協会負担金 10 議会

管内議長会負担金 582

消防 管内職員協議会負担金 7

10 管内監査委員協議会負担金 40

全国消防長会負担金 77

全国消防協会負担金 18

道消防大会負担金 21

救急医学会救急隊員部会負担金 16

防災災害派遣負担金 157

会議研修会等出席負担金 425

研修会受講負担金 26

北海道消防学校派遣負担金 198

道消防協会負担金 64

道消防協会留萌地方支部負担金 42

北海道農業委員会ネットワーク機構負担金

管内小中学校生徒指導担当者連絡協議会負
担金

全道国公立幼稚園第２ブロック園長会負担
金

旭川方面留萌地区安全運転管理者協会負担
金
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Ｑ ９ 施設の『維持管理運営経費』ってどのくらいかかっているの？ 

 

 町の主な施設の維持管理に要する経費を平成２９年度の当初予算で見てみましょう。普段みなさ

んにご利用いただいている施設には、次のような維持管理運営経費がかかるほか、使用料等の収入

があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

施　　　設　　　名 施　　　設　　　名

岩尾温泉施設 1,800 万円 815 万円 ましけ葬苑 304 万円 50 万円

駅前トイレ 132 万円 　　　 － 総合交流促進施設「元陣屋」 1,645 万円 54 万円

屋内グランド 442 万円 15 万円 創作の館 75 万円 7 万円

雄冬岬展望台 95 万円 　　　 － 中学校 3,181 万円 　　　 －

雄冬野営場トイレ 87 万円 　　　 － 町立体育館 644 万円 30 万円

温水プール 640 万円 40 万円

海浜キャンプ場 41 万円 　　　 －

岩石公園 55 万円 　　　 － 文化センター 1,365 万円 60 万円

旧商家丸一本間家 856 万円 250 万円 ヘリポート 92 万円 1 万円

教員住宅 327 万円 280 万円 保育所 4,671 万円 1,189 万円

漁港 200 万円 13 万円 保健センター 558 万円 1 万円

下水道管理センター 3,850 万円 3,723 万円 メモリアルパーク施設 57 万円 　　　 －

公営住宅 1,505 万円 8,954 万円 役場庁舎 1,986 万円 　　　 －

港湾 722 万円 1,108 万円 幼稚園 970 万円 113 万円

さわやかトイレ 49 万円 　　　 －

小学校 3,969 万円 　　　 －

消防団詰所（７施設） 1,274 万円 　　　 －

消防庁舎 719 万円 　　　 －

暑寒公園施設 130 万円 　　　 － 流雪溝 829 万円 　　　 －

暑寒沢東公園トイレ 90 万円 　　　 － 林道・治山施設 110 万円 　　　 －

老人福祉センター 154 万円 　　　 －

老人福祉寮やすらぎ荘 599 万円 199 万円

スキー場施設 1,729 万円 1,252 万円 ロードヒーティング 25 万円 　　　 －

スキー場ロッジ施設 709 万円 325 万円

※経費２０万円以上を掲載（あいうえお順）

●使用料等の収入の主な内訳は、各施設使用料・利用料などの自己負担金となっております。

プレジャーボート
スポット

1,344 万円 1,278 万円

リバーサイドパーク
 ・ｾﾝﾀｰﾊｳｽ
 ・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ施設
 ・野外活動施設
 ・ﾆｭｰｵｰﾄｷｬﾝﾌﾟ場

1,380 万円 197 万円

使用料等
の収入

維持管理
運営経費

使用料等
の収入

維持管理
運営経費

　なお、施設の建設費や、その建設にかかった経費の借金にあたる公債費は含まれておりません。

●施設の維持管理運営経費の主な内訳は、臨時職員の賃金・社会保険料や消耗品費・光熱水費・燃料代・修繕料・

   役務費・委託料・小規模な修理の原材料費などとなっております。

暑寒荘・箸別小屋・
山岳施設・渓流の森

348 万円 　　　 －
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Ｑ １０ 特別職や一般職員の『給与』をほかの市町村とくらべると？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Ｑ １１ 『給与の状況』（ﾗｽﾊﾟｲﾚｽ指数）ってどれくらいの数値なの？ 

 

 「ラスパイレス指数」とは、一般行政職について国家公務員の給与水準を１００とした場合の地

方公務員の給与水準のことです。 

 なお、職員構成は学歴別、経験年数別に区分され、４月１日を基準日にしています。 

 増毛町は、道内の町村でも低い水準となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜特別職の給料＞ （単位：円）

留萌管内町村平均 全道町村平均
（７町村） （１４４町村）

町 長 680,000 707,714 714,942

副 町 長 612,000 607,286 601,362

教 育 長 564,000 559,857 553,115

議 長 243,000 233,929 263,716

副 議 長 198,000 194,929 210,650

議 員 176,000 171,000 177,785

＜職員の給料（全職員）＞

職員１人当たりの

  平均給料月額（円）

増 毛 町 305,000 42.11

留 萌 管 内
町 村 平 均

303,057 41.52

315,800 41.11

（「平成２７年市町村における職員数及び給料等の概要」より）

区　　分 増　毛　町

職員の平均年齢区　　分

財政難等の理由による暫定的な削減後の額を基に記載しています。平成２８年４月１日現在　　

※　平成１９年４月１日から地方自治法の改正により「助役」は「副町長」に名称変更されています。

全道町村平均

（「留萌振興局管内 市町村行財政概要」」より）

93.7 

95.1 95.2 
94.5 94.4 
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96.5 

94.2 

80.0

85.0

90.0

95.0

100.0

増毛町 小平町 苫前町 羽幌町 初山別村 遠別町 天塩町 留萌市

管内市町村

管内市町村のラスパイレス指数（平成２８年）

全道

町村

平均

97.2
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Ｑ １２ 『経常収支比率』ってなに？ 

 

 「経常収支比率」とは、町の財政状況を分析する数値のひとつで町の毎年決まった収入（町税、

地方交付税など）に対して、毎年決まって支出しなければならない経費（人件費、扶助費、公債費、

施設の維持管理費など）がどの程度の割合かを示す数値です。 

数値が低ければ低いほど、目的を自由に使えるお金があるということになり、そのまちの財政は

余裕があるということになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ １３ 『健全化判断比率』ってなに？ 

 

 「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の一部が平成２０年４月から施行され、町の財政

状況を判断するために設けられたものが健全化判断比率です。 

 健全化判断比率とは・・・ 

 １．実 質 赤 字 比 率 → 一般会計等において、実質赤字額が標準財政規模に占める割合 

 ２．連結実質赤字比率 → 全会計を対象に赤字額(又は資金の不足額)の標準財政規模に占める割合 

 ３．実質公債費比率 → 地方債の元利償還金や準元利償還額等が標準財政規模に占める割合 

 ４．将 来 負 担 比 率 → 地方債残高や債務負担行為額等が標準財政規模に占める割合 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 参 考 ＞ 

※ 標準財政規模 → 地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的 

一般財源の規模を示すもの

（「留萌振興局管内　市町村行財政概要（平成２８年度版）」より）

87.2 

79.7 

76.9 

82.3 

74.5 

76.7 

83.0 

93.4 

82.4 

77.2 

75.8 

81.3 

70.9 

72.9 

79.6 

89.9 

65.0

70.0

75.0

80.0

85.0

90.0

95.0

増毛町 小平町 苫前町 羽幌町 初山別村 遠別町 天塩町 留萌市

％

管内市町村

経 常 収 支 比 率 平成２６年度

平成２７年度

H２７

管内

町村

平均

77.2

○平成２７年度決算における比率

増 毛 町 － － 12.5 % －

早期健 全化 基準 15.0 % 20.0 % 25.0 % 350.0 %

財 政 再 生 基 準 20.0 % 30.0 % 35.0 %

※「実質赤字比率」と「連結実質赤字比率」の数値はマイナスとなったため、『－』で表示

将来負担比率実質赤字比率 連結実質赤字比率 実質公債費比率
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Ｑ１４ 町の『借金』と『貯金』はどれくらいあるの？ 

 

 町が大規模な事業を行うときは、国などからお金を借りて事業をすすめます。その町の借金を「地

方債」といいます。平成２７年度末の全会計の借金総額は６９億８,９１１万円になります。 

 この借金のなかには、借りたお金を国が支援してくれる種類のもの（過疎対策事業債、臨時財政

対策債など）もあり、町の負担は軽減されます。 

こうしたものを除いた、実際に町が負担する借金の額は２４億６,３８８万円となり、町民一人当

たりに換算すると約５３万円となります。 

 一方、町の貯金は平成２７年度末現在高で、総額２４億５,７８６万円になり、町民一人当たりに

換算すると約５２万４千円となります。 

＜管内市町村の状況と比較＞            ＜増毛町の主な貯金（基金）の金額（平成２７年度末）＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

＜参考＞増毛町の借金（地方債）・貯金（基金）の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※参考資料の貯金（基金） 

については、備荒資金が 

含まれています。 
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61.0 

20.7 

42.8 47.3 

35.3 

142.6 

0

50

100
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増毛町 小平町 苫前町 羽幌町 初山別村 遠別町 天塩町 留萌市

平成２７年度末「貯金（基金）」・「借金（地方債）」残高管内比較

「貯金（基金）」残高

「借金（地方債）」残高

（
億
円
）

（「平成２７年度市町村別の財政状況」より）

財 政 調 整 基 金 １５億２,１７４ 万円

減 債 基 金 ２７ 万円

地 域 振 興 基 金 ４,４４５ 万円

地 域 福 祉 基 金 １億２,１６２ 万円

頑 張 れ 増 毛 応 援 基金 ２億６,４１５ 万円
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Ｑ１５ ふるさと納税ってなに？ 

 

「ふるさと納税」とは、自分が応援したいと思う都道府県・市区町村への寄附金のことで、住民

税と所得税から一定の控除を受けることができる制度です。 

寄附先の“ふるさと”には定義はなく、出身地以外でも「お世話になったふるさと」や「これか

ら応援したいふるさと」など、各自が想う“ふるさと”を自由に選ぶことができます。 

増毛町では、ふるさと納税の受け皿として、応援してくださる寄附者のお気持ちをまちづくりに

反映させるために、「頑張れ増毛応援寄附条例」を制定しています。 

この条例により、ふるさと納税による寄附金は、「頑張れ増毛応援基金」として積み立て、寄附

者が指定したそれぞれの事業の実施のために使われます。 

また、10,000 円以上のご寄附をいただいた方に、お礼の品として特産品をお贈りしております。

お礼品は、果樹・鮮魚・水産加工品・地酒など豊富に用意しています。 

 

平成２８年度 頑張れ増毛応援寄附実績 

寄附金額 ５０５，７０９，６０４円 

寄附者数      ３６，５３３名 

 

 

 

 

寄附者が指定できる事業と、それぞれの平成２９年度事業への寄附金の使用額は以下のとおりです。 

2９年３月末現在    

地場資源を活用した観光振興と歴史・文化継承に関する事業 ２８，１８０千円

次世代を担う子どもたちの育成に関する事業 ２５，９２０千円

医療、保健、福祉、高齢者福祉、介護に関する事業 ４８，４９０千円

地場産業の振興に関する事業 ６００千円

住環境及び環境保全に関する事業 １６，８５８千円

旧増毛小学校の保存・活用に関する事業 ２９，９５２千円

※事業を指定しない寄附は、町長が必要と認めた事業へと充てさせていただきます。 
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＜参考＞　●機構図（平成２９年４月１日現在）

企　業　管　理　者

（　町　　　　長　）

救 急 救 助 係

機 械 係

「元陣屋」

旧 商 家丸 一本 間家

ス ポ ー ツ 係

総 務 係

予 防 係

総 合 交流 促進 施設

教 育 長

総 務 係

教 育 委 員 会 事 務 局

上 下 水 道 課
上 水 道 係

企 業 課 砕 石 事 業 係

総 務 係

建 築 係

農 業 委 員 会 事 務 局 農 地 係

技 術 係

消 防 係

総 務 課

予 防 課

保 険 年 金 係

幼 稚 園 ・各 小中 学校

社 会 教 育 係

文 化 振 興 係

教 育 委 員 会

議 会 事 務 局 総 務 係

議 会

選 挙 管 理 委 員 会

Ａ 隊
消 防 署

Ｂ 隊

出 納 室 出 納 係

市 街 診 療 所

農 業 委 員 会

監 査 委 員

監 査 委 員 事 務 局

明 和 園
特 別 養 護老 人ホ ーム

指定訪問介護事業所

養 護 老 人 ホ ー ム

選挙管理委員会事務局

警 防 課

管 理 係
建 設 課

町 民 課 戸 籍 係

福 祉 厚 生 課 民 生 係

納 税 係

農 業 基 盤 整 備 室 農 業 基 盤 整 備 係

総 務 学 校 課

地 域 学 習 課

消 防 本 部

消 防 長

税 務 課

税 務 係

水 産 係

商 工 観 光 課
観 光 事 業 係

商 工 観 光 係

地 籍 係

農 林 係
農 林 水 産 課

水 利 施 設 管 理 係

地域包括支援センター 事 務 係

介 護 保 険 係

保 育 所 保 健 指 導 係

学 校 教 育 係

下 水 道 係

町 民 環 境 係

町　　　　　　　　長

副　　　  町  　　　長

総 務 課

企 画 係

企 画 財 政 課 財 政 係

管 財 係

庶 務 係

情 報 管 理 係
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